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＜要旨＞ 

 実効性ある経済政策の企画・立案、及びその円滑な実施には、経済の現状や各種の政策

を実施した場合にその施策が経済に与える影響（方向性、大きさ等）についての認識に係

る合意形成努力が必要である。そのためには、各種論点について、①国民各層間、②専門

家間、更に③専門家と国民一般の間、等でどのような認識のバラつきがあるか（はたまた

コンセンサスはどのあたりにあるか）を把握しておくことが有益だろう。 

 本稿では、そうした問題意識の下、内閣府経済社会総合研究所が、2016 年末から 2017

年春にかけ、一般の男女、及び日本経済の専門家（エコノミスト）を対象に実施した「日

本経済と経済政策に係る国民一般及び専門家の認識と背景に関する調査」の概略を紹介し、

そのうちの主だった設問について、簡単な集計結果を報告する。 

 報告内容は暫定的なものであり、今後、よりフォーマルな検証が必要だが、①日本経済

の現状とマクロ経済政策の効果に係る専門家の認識が、少なからぬ点で、一般の回答者の

認識とは体系的に乖離していること、②専門家の間では、一部の例外を除き、学歴や専攻、

所属機関等に関連する体系的な分断は生じておらず、ある程度の「コンセンサス」が存在

していること、等が読み取れた。 
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Abstract 
 

To plan economic policies properly and to implement them effectively, efforts to form a con-

sensus on the quantitative effects of such policies are necessary. For this purpose, it is useful to 

grasp differences in perceptions of the Japanese economy and policy effects (1) among the general 

public in Japan, (2) among economist, and (3) between the general public and economists.  

In this paper, we provide an overview of a questionnaire survey conducted by ESRI in 

2016-2017 of the general public and economists in Japan on the current situation of the Japanese 

economy and people’s perceptions of the effects of macroeconomic policies. We also present sum-

mary statistics of the results obtained. 

While the findings from the survey are preliminary, they suggest that (1) the general public and 

economists often have quite different views about the Japanese economy and policy effects, and 

that (2) there are no systematic differences in views across different types of economists. In other 

words, there appears to be a broad “consensus” among economists in Japan, while the general pub-

lic does not always agree with the economists’ views. 
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１．はじめに 

 実効性ある経済政策の企画・立案、及びその円滑な実施には、対象とする経済の現状や、

各種の政策を実施した場合にその施策が経済に与える影響（方向性、大きさ等）に係る認

識において、合意を形成する努力が必要である。そうした合意形成の努力に先立ち、各種

の論点について、①国民各層間、②専門家間、また③国民一般と専門家の間、等でどのよ

うな認識のバラつきがあるか（はたまたコンセンサスはどのあたりにあるか）を把握して

おくことが、有益と考えられる。 

 内閣府経済社会総合研究所では、そうした問題意識の下、2016 年末から 2017 年初の時

期に、日本に居住する一般の男女
1
、及び日本経済を分析対象とするエコノミスト（関連分

野の有識者を含む）を対象に、日本経済の現状とマクロ経済政策の効果の有り様に係る認

識を問うアンケート調査（「日本経済と経済政策に係る国民一般及び専門家の認識と背景に

関する調査」）を実施した。本稿では、実施した調査の概略を紹介した上で、回答サンプル

の属性分布を概観し、主たる設問への回答状況を集計した結果を紹介する。 

 経済に係る認識について国民一般と経済の専門家（エコノミスト）に同内容の調査を行

った上で、両者の認識差を分析した先行調査としては、アメリカの The Washington Post, 

Kaiser Family Foundation, and Harvard University（1996）による “Survey of Americans and 

Economists on the Economy” があり、Caplan（2001）は、その調査個票を活用して、米国に

おけるエコノミストと国民一般の認識差を分析している。一方、日本では、我々の知る限

り、Caplan（2001）のような分析は存在しておらず、日本経済新聞が日本経済学会と共同

で実施したアンケート調査の結果に関する記事が同新聞の「経済教室」欄に紹介されてい

る程度である2。 

 本稿は、調査の設計及び内容の紹介と、得られた回答（個票）を用いた幾つかの単純集

計の報告に止まっているが、今後は、より詳細かつフォーマルな分析を行い、 

①経済の専門家（エコノミスト）と一般の回答者とでは日本経済に関する見方についてど

のような違いが見られるか、 

②日本経済に関する見方は専門家たるエコノミストの間でどの程度バラついているのか

（エコノミストの中にコンセンサスといえるものがあるのか）、 

③一般の回答者を属性で分けた場合に、エコノミスト的な見方に近い考えを持っているの

はどのような層（どういった属性を持つ人々）なのか、 

等を明らかにして、日本経済と経済政策に係る問題についての関係者の合意形成を進める

有益な素材を提供して行きたいと考えている。 
                                                        
1 後述の通り、本研究で紹介する「国民一般」の見解は、インターネット調査を通じて得られた個票の集計から導
かれている。インターネット調査に内在するバイアスの可能性については、内閣府（https://survey.gov-online.go.jp 

/sonota/sindex.html）が幾つかの比較分析結果を報告している。その意味で、本稿の趣旨はあくまで「エコノミストと
一般の回答者の見方の違いを大まかに捉える」ことにあり、具体的に報告している数字の水準自体は、真の意味

での国民一般の見解とは異なる偏りを有する可能性があることについて、留意頂きたい。 
2 日本経済新聞（2009,2010)を参照。 
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２．調査概要 

 調査は、国民一般を対象としたアンケート、及び、経済の専門家を対象としたアンケー

トの２部構成で実施した3。設問数は、一般向け調査が約 50 問、専門家向け調査が約 60 問

であり、それぞれの調査の約 3 分の 2 が両調査に共通の設問、残りはそれぞれの調査に固

有の設問となっている4。 

 

2.1 一般向けアンケート（意識調査） 
調査対象：国内在住の 18 歳～79 歳の男女 

調査時期：2016 年 11 月 16 日～22 日 

調査方法：インターネット調査 

サンプリング：楽天リサーチの調査パネル（230万登録モニター）を活用し、全国を６地域、

10歳刻み、男女別に層化して、目標回収サンプル5,000を割り付けて調査を実施した。 

 

表 2-1  回収目標 5,000サンプルを前提とした割付 

 
 調査の依頼は、調査対象モニターに E-mail で通知する形で行い、回答の受付は先着順と

しつつ、回収目標数に達したセルは受付を終了する方法を採用した結果、全体で 5,167 サ

ンプルが回収できた。 

 

2.2 専門家（エコノミスト）向けアンケート（意識調査） 
調査対象：我が国のマクロ経済分析の専門家、関連分野の有識者 

調査時期：2016 年 11 月 29 日～2017 年１月 13 日 

調査方法：郵送/メール調査 

サンプリング：科学研究費助成事業 DB（国立情報学研究所）、各種学会名簿、アナリスト

便覧（日経リサーチ）等から約 5,000 名の候補者リストを作成し、その中から専門分野

を勘案して 1,353 名に調査票を発送した。調査票は、郵送ないし E-mail で対象者に送付

し、調査票の到着を見計らって、電話やE-mail等で調査への協力を依頼する等した結果、

有効回答 547 サンプルを得た。 

 
                                                        
3 より細かく言えば、2 つのアンケート調査に加え、一部の専門家を対象とした対面のヒアリング調査も

実施した。ただ、紙幅の制約もあり、本論文ではアンケート部分のみの紹介とする。 
4 調査内容の詳細（具体的な調査票）については、本資料の末尾の参考資料を照会されたい。 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
北海道・東北 7 35 44 46 49 54 39 7 33 44 47 50 58 50
関東 20 126 156 178 136 147 109 18 116 147 168 127 151 126
中部 12 61 75 88 73 84 62 12 55 71 83 73 86 75
近畿 10 55 65 77 59 73 56 10 56 67 79 64 79 68
中国・四国 4 26 34 36 33 43 30 4 25 34 39 36 45 38
九州・沖縄 8 35 43 46 48 52 36 8 36 45 50 49 56 45

単位：サンプル（人）

男性 女性
地域名
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３．調査結果（主たる設問への回答の単純集計） 

 本章では、２つのアンケートの調査結果を、単純集計の形でまとめて紹介する。はじめ

に、両調査（一般調査、専門家調査）の回答者構成を母集団に相当の構成と比較する形で

示し（3.1 節）、次に、特に専門家（エコノミスト）標本について、特にどういうタイプの

専門家がカバーされているかを明らかにした（3.2 節）上で、日本経済と経済政策に関連す

る主たる調査項目に対する回答分布がどのような結果になったかを、一般の回答者と専門

家を対比する形で、順次紹介していく（3.3 節）。 

 

3.1 調査サンプルの分布（構成）：一般の回答者 vs. 専門家 
 

 男女別・年齢階層別構成 
 まず手始めに、回答者サンプルの構成（男女別、年齢階層別）を見ていくと、一般調査

の回答者は男女ほぼ同数である一方、エコノミスト調査は（おそらくはその現実の構成を

反映する形で）男性に偏った標本になっていることがわかる。年齢構成については、一般

調査では、細かいバラつきはあるものの、各世代を概ねカバーする標本がとれている一方、

エコノミスト調査の方は、現役バイアスのため、引退年齢（eg.70 歳）以降や 30 歳未満の

標本数が目立って少ない形になっていることがわかる。 

 

図 3-1 男女別・年齢階級別の人口（18～80歳）構成（％） 

 

 

 学歴の構成 
 一般向け調査では、インターネット調査であることや、調査内容がやや専門的内容に偏

っていたこともあって、回答者は男女とも高学歴方向に偏っていたことが読み取れる。一

方、エコノミスト調査の標本は、全員が大卒以上になっている。 
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３．調査結果（主たる設問への回答の単純集計） 
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図 3-2 最終卒業校の構成（男女別、18～80歳人口ベース）（％） 

 
 

 居住地構成 
 一般向け調査の回答者の居住地構成は、国勢調査に見られる現実の居住地構成と概ね同

様のパターンになっている。一方、専門家向け調査の回答者は、予想される通り、首都圏

居住者に大きく偏っており、近畿圏居住者がそれに次ぐ形で、その他の地域に居住してい

る専門家（エコノミスト）は顕著に少ないことがわかる。 

 

図 3-3 回答者の居住地構成（％） 

 

 

 就労状態の構成 
 一般向け調査の回答者の就労状態の構成は、男女とも、国勢調査に表れた現実の比率と

概ね同様になっている。一方、専門家向け調査については、ごく少数（８人）の引退した

エコノミストを別にすれば、現役の就労者である。 
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図 3-4 就労状態の構成（男女別、18～80歳の人口ベース）（％） 

 
 

 回答者が活用している情報源 
 調査回答者が日頃、経済関連情報を得るために活用している情報源を尋ねたところ、一

般の回答者、専門家ともにインターネットを大きな情報ソースとしていることがわかった。

それ以外では、一般の回答者がテレビ・ラジオを挙げているのに対し、専門家の場合、書

籍や雑誌と言った紙媒体の比重が大きくなっていることがわかった。  

 

図 3-5 日頃頻繁に活用している情報源の構成（％） 

 

 

 日頃接する機会の多いメディア系列 
 更に一歩突っ込んで、日ごろ接する機会の多いメディア系列を尋ねたところ、一般の回

答者では、日経以外の「全国紙」、「地方紙」の利用率が高くなったのに対し、専門家（エ

コノミスト）の場合、「日経新聞系列」、及び「外国紙」の利用率が高くなっている。 
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図 3-6 日頃接する機会の多いメディア系列の構成（％） 

 

 

3.2 調査サンプルの分布（構成）：専門家の詳細属性 
 

 所属機関及び取得学位 
 今回調査で回答が得られた専門家（エコノミスト、計 547 人）の所属機関は、7 割弱が

大学、2 割弱が民間企業、残りが官公庁・特殊法人である。学歴については、85％が修士

以上、過半が博士学位取得者である。更にクロス集計を見ると、大学所属の専門家の 4 分

の 3 が博士であるのに対し、民間企業に属する専門家の場合、博士比率は２％に止まって

いた。 

 

図 3-7 専門家調査回答者の所属と学歴（学位）構成（％） 

 

 

 所属学会 
 専門家調査に回答頂けた専門家（エコノミスト）のうちの約半数が日本経済学会の会員

であった一方、4 分の１弱の回答者からは所属学会の回答が得られなかった。また所属学

会に関する回答は回答者の属する機関タイプに依存するところが大きく、大学所属者の大
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半は何等かの学会に所属しているのに対し、官公庁・特殊法人の場合の学会所属（回答）

率は 6 割弱、民間企業エコノミストでは 4 分の 1 程度に止まった。 

 

図 3-8 専門家調査回答者の所属学会構成（％） 

 
 

 専門分野 
 専門家調査回答者の主たる専攻分野は、調査対象の選定手順から想定される通り、「マク

ロ経済学」、「金融論」、「日本経済」、「財政学」等が上位となった。官公庁・特殊法人所属

の回答者の場合、「日本経済」が一番多く、次いで「マクロ経済学」、「財政学」等々となっ

た。民間企業所属の回答者の場合、「マクロ」や「財政学」等は少なく、「日本経済」、「金

融論」、「国際金融」が多く見られた。 

 

図 3-9 専門家調査回答者の専門分野構成（％） 
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 論説・論考等の公刊媒体 
 専門家調査に回答頂けた専門家（エコノミスト）が最も多く挙げた公刊媒体は、「英文査

読誌」という結果になった。ただ、公刊媒体は所属機関のタイプに強く依存しており、「英

文査読誌」を主媒体にしているのは大学所属の回答者である。官公庁等所属者では「DP/WP」

や「所属機関報告書」での公刊が多く、民間企業では、「機関報告書」、「一般誌」、「新聞」、

「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ記事」が多い。 

 

図 3-10 論文・記事等の公刊媒体（過去５年）構成（％） 

 
 

 ベースとする経済学 
 経済問題を考える時に拠り所にしている経済学の学派（名）として最も多く挙がったの

は、「ﾆｭｰｹｲﾝｼﾞｱﾝ」、次いで「特定学派によらない実務家アプローチ」で、「古典派」、「新し

い古典派」、「ケインズ派」がそれに続いた。ただ所属機関タイプ間の差も大きく、大学所

属では「古典派」、「新しい古典派」が多いのに対し、官公庁や民間企業では、「実務家アプ

ローチ」、「ケインズ派」の割合が高かった。 

 

図 3-11 ベースとする経済学派（％） 
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3.3 日本経済に係る現状認識と政策の方向性：一般の回答者 vs. 専門家 
 日本経済の立ち位置 

 一般の回答者は、日本の現状を、夜警国家（小さな政府）と福祉国家（大きな政府）の

概ね中間に位置するものと回答（認識）しているのに対し、専門家の場合には、一般の回

答者よりも日本を福祉国家的であると回答する割合が多くなった。 

 

図 3-12 現在の日本は「夜警国家的」か「福祉国家的」か（５段階） 

 

 

 日本の進むべき変化の方向性 
 一般の回答者は、日本が現状に止まるか、どちらかと言えば現状よりも福祉国家（大き

な政府）の方向に進むことを望んでいるのに対し、専門家は現状より夜警国家（小さな政

府）の方向に進むべきと考える傾向が読み取れた。 

 

図 3-13 日本に望まれる変化の方向性（夜警国家⇔福祉国家） 
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 我が国経済における格差 
 経済の専門家（エコノミスト）は一般の回答者よりも、日本は平等な社会である、ない

し、格差拡大のテンポは緩やかであると認識している傾向が見られた。 

 

図 3-14 日本経済における格差の現状に対する認識 

 

 

 経済運営における成長と分配のあるべきバランス 
 経済運営において「成長」と「分配」のバランスが重要であることは、一般の回答者と

専門家回答者（エコノミスト）で変わらない共通認識になっているが、専門家は一般の回

答者と比べると、「成長」を重視する回答割合が高い。 

 

図 3-15 成長と分配のバランス 

 

 

－ 154 － － 155 －



『経済分析』第 197 号 

156 

 「自由競争」や「規制緩和」に対する考え方 
 「自由競争」や「規制緩和」に対するスタンスを聞いた問では、経済の専門家（エコノ

ミスト）は一般の回答者よりも「競争」を肯定的に捉え、「規制緩和」を進めようと考える

傾向が見られた。一方、一般の回答者は、専門家に比べると「規制緩和」に対しより慎重

なスタンスを有していた。 

 

図 3-16 「自由競争」や「規制緩和」へのスタンス 

 

 

 日本経済の将来展望 
 一般の回答者では、日本経済の今後の拡大について悲観的に見る（今後の拡大はあまり

望めないと答える）割合が一番大きくなったのに対し、専門家の場合には、1 人当たり生

産性の拡大に期待する割合がそれを上回っていることが分かった。 

 

図 3-17 日本経済の実質ベースでの成長可能性 

 
 

 一方、物価動向については、一般の回答者では、デフレ基調の継続を見込んでいる割合

が一番大きくなったのに対し、専門家の場合、実質面の回復等、何らかの条件の下で物価
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が反転上昇となる可能性を考えている割合が大きいことが読み取れた。 

 

図 3-18 デフレ脱却の可能性 

 

 

 国民負担の今後 
 高齢化が進行する下で、日本経済の将来に予想される国民負担の展望について尋ねた問

では、専門家は、「国民負担の今後の増大は避けがたい」と捉える割合が半数を超えて一番

高くなっているのに対し、一般の回答者の場合には無駄の削減が優先と位置づける回答者

が多く、負担増を不可避と考える割合は低くなった。また回答者の一部は、公共サービス

水準を引き下げてでも負担増を避けるべきと考えていることがわかった。 

 

図 3-19 国民負担の今後に対する見方 
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 増大が予想される国民負担の財源として、専門家（エコノミスト）は消費税を考える割

合が圧倒的に高く、それ以外では、財産税、相続税、また物価上昇を通じたインフレ税等

を回答する傾向が見られた。一方、一般の回答者の場合、専門家が考える財源の活用には

どちらかというと消極的で、むしろ法人税と回答する傾向が顕著だった。 

 

図 3-20 今後活用すべき財源 

 

 

 消費税に対する考え 
 一般の回答者は、消費税について、逆進的で、景気にも悪影響を与える、と否定的に捉

える傾向が見られるのに対し、経済の専門家（エコノミスト）は、公平で、経済に与える

歪みが小さく、安定財源として期待できる等の肯定的な評価をしていることが読み取れた。 

 

図 3-21 消費税への評価/イメージ 
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図 3-20 今後活用すべき財源 

 

 

 消費税に対する考え 
 一般の回答者は、消費税について、逆進的で、景気にも悪影響を与える、と否定的に捉

える傾向が見られるのに対し、経済の専門家（エコノミスト）は、公平で、経済に与える

歪みが小さく、安定財源として期待できる等の肯定的な評価をしていることが読み取れた。 

 

図 3-21 消費税への評価/イメージ 
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 将来的な消費税率については、経済の専門家が 10％を超えて、20％前後までの引上げを

やむを得ないと考える傾向が見られるのに対し、一般の回答者は、現状水準から 10％程度

とする回答が多かった。 

 

図 3-22 将来的に必要になる消費税率 

 
 

 インフラと公共投資 
 我が国のインフラ整備状況を巡る設問では、一般の回答者では、未だ、インフラはまだ

不十分、ないし、地域間格差是正に必要とする回答が一定程度見られるのに対し、専門家

の間では、必要性が低下してきているという見方が大勢を占めていることがわかった。 

 

 

図 3-23 我が国のインフラ整備状況に対する評価 

 
 

 公共投資を景気調整に用いることに対する設問では、公共投資を景気対策の主力とする
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考えは一般の回答者の中でも多くはないことが分かった。こうした（公共投資に対する慎

重な）スタンスは、専門家（エコノミスト）の間でより顕著に見いだせた。 

 

図 3-24 公共投資を景気調整に用いることに対する考え 

 
 

 公共投資の「乗数」の大きさを尋ねた設問では、一般の回答者でも経済専門家でも丁度

１、ないしそれを僅かに上回るレベルの回答が一番多かった。ただ、一般の回答者の場合

には、１に次ぐ２番目のピークがゼロ近傍に生じている一方、専門家の回答では、それが

1.5 の周辺に存在していることがわかった。 

 

図 3-25 公共投資乗数の大きさに関する認識 

 
 

 「乗数」の時代変遷についての認識を問うた設問では、一般の回答者、専門家ともに「近

年、小さくなってきている」という回答が最も多かった。特に経済専門家の間では、そう

した見方がほぼコンセンサスになっていることが分かった。 
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図 3-26 公共投資乗数の変化 

 
 

 金融政策の役割と効果 
 金融政策の役割に関する認識を問うた設問からは、経済の専門家は、金融政策の目的と

して「物価の安定」及び「金融システムの安定」を専ら考えるのに対し、一般の回答者の

場合、完全雇用の維持や持続的成長等、実質面での役割も含め、幅広に捉えていることが

わかった。 

 

図 3-27 金融政策の役割/目的 

 
 

 次にゼロ金利下での金融政策の有効性に係る認識の設問では、一般の回答者、専門家と

もに「ゼロ金利下の金融政策の困難さ」を意識していることがわかった。また、回答率で

判断すれば、特に専門家の間において、困難さがより強く意識されていることがわかった。 
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図 3-28 ゼロ金利制約下の金融政策の有効性について 

 
  

関連で問うた為替レート動向に関する設問では、一般の回答者、専門家ともに適正水準

での安定的な推移が肝要と考えていることが分かったが、円安が競争力を高めて景気にプ

ラスに働く影響については、専門家の方が大きめに考える傾向が見いだせた。 

 

図 3-29 円安が日本経済に与える影響 

 
 

 経済学や経済学者の日本経済に対する貢献度 
 経済学や経済学者が日本経済にどの程度の役割を果たしているかを尋ねた設問では、一

般の回答者も専門家も「あまり貢献していない」の回答が一番多くなる点で一致した。た

だ、専門家の回答の方が一般の回答者のそれよりも「貢献をしている」とする回答の割合

が高くなっていた。 
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図 3-30  経済学/経済学者による日本経済への貢献 

 
 

 経済学や経済学者の貢献に対する評価が必ずしも高くないことを踏まえ、貢献が満足す

べきものでないと考える理由を尋ねた設問では、一般の回答者でも専門家でも「経済学は

実際の政策にあまり反映されていない」とする回答が一番多い点で共通していたが、「経済

学に基づく政策が（実施されているが）失敗している」という見方は、専門家の間でより

も一般の回答者に見られる認識であることが分かった。 

 

図 3-31 経済学/経済学者の貢献が満足すべきものとは考えられない理由 

 
 

４．おわりに 

 実効性ある経済政策の企画・立案、及びその円滑な実施には、経済の現状や、各種の政

策を実施した場合にその施策が経済に与える影響（方向性、大きさ等）についての認識に

係る合意形成努力が必要である。そのためには、各種論点について、①国民各層間、②専

門家間、更に③専門家と国民一般の間、等でどのような認識のバラつきがあるか（はたま
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たコンセンサスはどのあたりにあるか）を把握しておくことが有益だろう。 

 本論文では、そうした問題意識の下、内閣府経済社会総合研究所が、一般の男女、及び

日本経済の専門家（エコノミスト）を対象に実施した「日本経済と経済政策に係る国民一

般及び専門家の認識と背景に関する調査」を概説し、そのうちの主要な問いに関連する簡

単な集計結果を報告した。 

 本稿は暫定的な成果であり、今後はよりフォーマルな検証が求められるものだが、見出

された知見を大括りにまとめてしまうと、 

 日本経済の現状とマクロ経済政策の効果に係る日本経済の専門家の認識は、自由競争

や成長の重視等、少なからぬ重要論点で、一般の回答者の認識とは体系的に乖離して

いること、 

 認識のバラつきは専門家の間でも一定程度見られるものの、一部の例外を除き、学歴

や専攻、所属機関等に関連する体系的な分裂は生じておらず、専門家の間にはある程

度のコンセンサスが存在していること、 

等が指摘できるだろう。 

 

参考文献 
Caplan, Bryan (2001) “What Makes People Think like Economists? Evidence on Economic Cogni-

tion from the ‘Survey of Americans and Economists on the Economy.” Journal of Law and 

Economics, Vol. 44 No.2, pp. 395-426. 

Washington Post/Kaiser Family Foundation/Harvard University (1996) “Survey of Americans and 

Economists on the Economy.” Request No. 1199. Washington Post (October 16, 1996). 

日本経済新聞（2009）「経済学者アンケート：『分配』とともに『成長』必要」、『経済教室』

（2009 年 10 月 16 日）。 

日本経済新聞（2010）「経済学者アンケート：財政再建・高齢化対策急げ」、『経済教室』（2010

年 11 月 4 日）。 
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じ
ま
す
が
、
調
査
の
趣
旨
・
意
義
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
伏
し
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 本
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
ご
希
望
の
方
に
は
分
析
結
果
公
表
の
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
調
査
の
最
後
に
通
知
希

望
の
有
無
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

 末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
康
、
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
敬
具

 

 【
ご
回
答
に
あ
た
っ
て
】
 

 ご
回
答
は
、
宛
名
の
方
ご
本
人
様

 
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 ご
記
入
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
記
入
漏
れ
が
な
い
か
ご
確
認
の
上
、
返
送
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
に
て
、

1
2
月

1
4
日
（
水
）
ま
で
に
ご
投

函
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 ☆
 
お
答
え
は
、
鉛
筆
か
、
黒
ま
た
は
青
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
ま
た
、
質
問
に
よ
っ
て
は
選
ぶ
べ
き
選
択
肢
が

1
つ
だ
け
の
も
の
と
、
複
数
お
答
え
い
た
だ
く
も
の
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
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い
。

 

 ☆
 
回
答
が
「
そ
の
他
」
の
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
具
体
的
な
内
容
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
お
答
え
の
内
容
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
と
ば
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
指
示
に
従
っ
て
お
進
み

く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
ご
不
明
な
点
・
お
問
い
合
わ
せ
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
企
画
主
体
】
 

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
機
関
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）
】
 

株
式
会
社

 
日
経
リ
サ
ー
チ

 

 【
回
答
締
切
】
 

2
0
1
6
年

1
1
月

2
2
日
（
火
）
 

  A
．
あ
な
た
ご
自
身
に
関
す
る
質
問

 

 ま
ず
は
じ
め
に
、
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
各
問
に
差
支
え
の
な
い
範
囲
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
選
択
肢
の
あ
る
設

問
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
選
択
肢
の
番
号
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
0
1
 
性
別
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

 
 

 
1
 
男
性

 
 

2
 
女
性

 

 A
0
2
 
生
年
（
誕
生
年
）
を
西
暦
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 A
0
3
 
現
在
の
居
住
地
の
都
道
府
県
名
及
び
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
（
都
市
区
分
は
○
で
選
択
）
。

 

都
道
府
県
名

 
 
／

 
都
市
区
分

 
1
 
特
別
区

/
政
令
市

 
 
2
 
市
（
1
を
除
く
）
 
 
3
 
 
（
町

/
村
）
 

 A
0
4
 
あ
な
た
が
成
人
す
る
前
に
過
ご
し
た
場
所
の
都
道
府
県
名
、
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
。
転
居
等
で
複
数
に
な
る
場
合
、
一

番
長
く
住
ん
だ
居
住
地
に
つ
い
て
ご
記
入
を
願
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
所
が
外
国
の
場
合
、
都
道
府
県
名
と
し
て
「
国
外
」
と
ご
記
入

下
さ
い
。

 

下
さ
い
。

 

 ☆
 
ご
回
答
は
、
あ
て
は
ま
る
番
号
を
選
ん
で
い
た
だ
く
も
の
と
、
具
体
的
に
文
字
、
数
字
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 ☆
 
回
答
が
「
そ
の
他
」
の
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
具
体
的
な
内
容
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
お
答
え
の
内
容
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
と
ば
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
指
示
に
従
っ
て
お
進
み

く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
ご
不
明
な
点
・
お
問
い
合
わ
せ
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
企
画
主
体
】
 

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
機
関
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）
】
 

株
式
会
社

 
日
経
リ
サ
ー
チ

 

   A
．
あ
な
た
ご
自
身
に
関
す
る
質
問

 

  
ま
ず
は
じ
め
に
、
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
各
問
に
差
支
え
の
な
い
範
囲
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
選
択
肢
の
あ
る

設
問
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
選
択
肢
の
番
号
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
0
1
 
性
別
（
○
は

1
つ
）
 

 
 

 
1
 
男
性

 
 

2
 
女
性

 

 A
0
2
 
生
年
（
誕
生
年
）
、
西
暦
で
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

 A
0
3
 
現
在
の
居
住
地
の
都
道
府
県
名
及
び
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
（
都
市
区
分
は
○
で
選
択
）
。

 

都
道
府
県
名

 
 
／

 
都
市
区
分

 
1
 
特
別
区

/
政
令
市

 
 
2
 
市
（
1
を
除
く
）
 
 
3
 
 
（
町

/
村
）
 

 A
0
4
 
あ
な
た
が
成
人
す
る
前
に
過
ご
し
た
場
所
の
都
道
府
県
名
、
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
。
転
居
等
で
複
数
に
な
る
場
合
、
一

番
長
く
住
ん
だ
居
住
地
に
つ
い
て
ご
記
入
を
願
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
所
が
外
国
の
場
合
、
都
道
府
県
名
と
し
て
「
国
外
」
と
ご
記
入

下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
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い
。

 

 ☆
 
回
答
が
「
そ
の
他
」
の
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
具
体
的
な
内
容
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
お
答
え
の
内
容
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
と
ば
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
指
示
に
従
っ
て
お
進
み

く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
ご
不
明
な
点
・
お
問
い
合
わ
せ
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
企
画
主
体
】
 

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
機
関
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）
】
 

株
式
会
社

 
日
経
リ
サ
ー
チ

 

 【
回
答
締
切
】
 

2
0
1
6
年

1
1
月

2
2
日
（
火
）
 

  A
．
あ
な
た
ご
自
身
に
関
す
る
質
問

 

 ま
ず
は
じ
め
に
、
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
各
問
に
差
支
え
の
な
い
範
囲
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
選
択
肢
の
あ
る
設

問
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
選
択
肢
の
番
号
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
0
1
 
性
別
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

 
 

 
1
 
男
性

 
 

2
 
女
性

 

 A
0
2
 
生
年
（
誕
生
年
）
を
西
暦
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 A
0
3
 
現
在
の
居
住
地
の
都
道
府
県
名
及
び
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
（
都
市
区
分
は
○
で
選
択
）
。

 

都
道
府
県
名

 
 
／

 
都
市
区
分

 
1
 
特
別
区

/
政
令
市

 
 
2
 
市
（
1
を
除
く
）
 
 
3
 
 
（
町

/
村
）
 

 A
0
4
 
あ
な
た
が
成
人
す
る
前
に
過
ご
し
た
場
所
の
都
道
府
県
名
、
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
。
転
居
等
で
複
数
に
な
る
場
合
、
一

番
長
く
住
ん
だ
居
住
地
に
つ
い
て
ご
記
入
を
願
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
所
が
外
国
の
場
合
、
都
道
府
県
名
と
し
て
「
国
外
」
と
ご
記
入

下
さ
い
。

 

下
さ
い
。

 

 ☆
 
ご
回
答
は
、
あ
て
は
ま
る
番
号
を
選
ん
で
い
た
だ
く
も
の
と
、
具
体
的
に
文
字
、
数
字
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 ☆
 
回
答
が
「
そ
の
他
」
の
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
具
体
的
な
内
容
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
お
答
え
の
内
容
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
質
問
を
と
ば
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
指
示
に
従
っ
て
お
進
み

く
だ
さ
い
。

 

 ☆
 
ご
不
明
な
点
・
お
問
い
合
わ
せ
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
企
画
主
体
】
 

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所

 

 【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
機
関
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）
】
 

株
式
会
社

 
日
経
リ
サ
ー
チ

 

   A
．
あ
な
た
ご
自
身
に
関
す
る
質
問

 

  
ま
ず
は
じ
め
に
、
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
各
問
に
差
支
え
の
な
い
範
囲
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
選
択
肢
の
あ
る

設
問
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
選
択
肢
の
番
号
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
0
1
 
性
別
（
○
は

1
つ
）
 

 
 

 
1
 
男
性

 
 

2
 
女
性

 

 A
0
2
 
生
年
（
誕
生
年
）
、
西
暦
で
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

 A
0
3
 
現
在
の
居
住
地
の
都
道
府
県
名
及
び
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
（
都
市
区
分
は
○
で
選
択
）
。

 

都
道
府
県
名

 
 
／

 
都
市
区
分

 
1
 
特
別
区

/
政
令
市

 
 
2
 
市
（
1
を
除
く
）
 
 
3
 
 
（
町

/
村
）
 

 A
0
4
 
あ
な
た
が
成
人
す
る
前
に
過
ご
し
た
場
所
の
都
道
府
県
名
、
都
市
区
分
を
回
答
下
さ
い
。
転
居
等
で
複
数
に
な
る
場
合
、
一

番
長
く
住
ん
だ
居
住
地
に
つ
い
て
ご
記
入
を
願
い
ま
す
。
該
当
す
る
場
所
が
外
国
の
場
合
、
都
道
府
県
名
と
し
て
「
国
外
」
と
ご
記
入

下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
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都
道
府
県
名

 
 
／

 
都
市
区
分

 
1
 
特
別
区

/
政
令
市

 
 
2
 
市
（
1
を
除
く
）
 
 
3
 
 
（
町

/
村
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
0
5
-
1
 
あ
な
た
の
最
終
学
歴
に
つ
い
て
、
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ
い
。
現
在
も
就
学
中
の
方
は
、
そ
れ
を
卒
業

/
修
了
す
る
も
の
と
し

て
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
小
・
中
学
校

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2
 
高
校
卒
（
旧
制
中
学
を
含
む
）
 

3
 
短
大
・
高
専
・
専
門
学
校
卒

 
 

 
4
 
大
学
卒
（
旧
制
大
学
を
含
む
）
 

5
 
大
学
院
修
士
課
程
修
了

 
 

 
 

6
 
大
学
院
博
士
課
程
修
了

 
 
 
 
 
7
 
答
え
た
く
な
い
。

 

 A
0
5
-
2
 
あ
な
た
の
最
終
学
歴
で
の
主
た
る
専
攻
分
野
を
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
現
在
も
就
学
中
の
方
は
、
そ
こ
を
卒
業

/
修
了
す

る
も
の
と
し
て
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
法
律
系

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
経
済
学
系
（
含
む
商
学
・
経
営
系
）
 

3
 
 
法
律
系
、
経
済
学
系
以
外
の
文
系

 
 
 
4
 
工
学
系

 
 
 
 
 
 
5
 
工
学
系
以
外
の
理
系

 

                      

都
道
府
県
名

 
 
／

 
都
市
区
分

 
1
 
特
別
区

/
政
令
市

 
 
2
 
市
（
1
を
除
く
）
 
 
3
 
 
（
町

/
村
）
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          A
0
5
 
あ
な
た
が
（
最
初
に
）
卒
業
し
た
大
学
で
専
攻
し
た
分
野
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
選
択
肢
を
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 
（
○
は

1

つ
）
 

1
 
法
律
系

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
経
済
学
系
（
含
む
商
学
・
経
営
系
）
 

3
 
 
法
律
系
、
経
済
学
系
以
外
の
文
系

 
 
 
4
 
工
学
系

 
 
 
 
 
 
5
 
工
学
系
以
外
の
理
系

 

 A
0
6
-
1
 
あ
な
た
の
最
終
学
歴
に
つ
い
て
、
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ
い
。
現
在
も
就
学
中
の
方
は
、
そ
れ
を
修
了
す
る
前
提
で
ご
回
答

下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
大
学
卒
（
旧
制
を
含
む
、
以
下
同
様
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
大
学
院
修
士
課
程
修
了

 

3
 
大
学
院
博
士
課
程
（
単
位
取
得
退
学
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
大
学
院
博
士
課
程
（
博
士
、

P
h
.D

.）
 

 A
0
6
-
2
 
あ
な
た
の
最
終
学
歴
で
の
主
た
る
専
攻
分
野
を
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
現
在
も
就
学
中
の
方
は
、
そ
こ
を
終
了
し
た
と
し

て
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
経
済
学

 
 

 
 
 
 
2
 
経
営
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
商
学

 

4
 

1
～

3
以
外
の
社
会
科
学

 
 
 
 

 
 

5
 
工
学

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
6
 
工
学
以
外
の
自
然
科
学

 
 

7
 
上
記

1
～

6
に
含
ま
れ
な
い
も
の
（
文
学
、
歴
史
、
哲
学
等
）
 

 A
0
6
-
3
 
あ
な
た
が
最
終
学
歴
を
終
え
た
年
（
西
暦
）
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

 
 

A
0
6
-
4
 
あ
な
た
の
最
終
学
歴
の
学
校
の
あ
る
地
域
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
日
本

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
米
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
米
国
以
外
の
英
語
国

 
 

4
 
非
英
語
の
欧
州

 
 
 
5
 
日
本
以
外
の
ア
ジ
ア

 
 

 
 

 
 

 
 

 
6
 
そ
の
他
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『経済分析』第 197号 

 A
0
6
-
1
 
現
在
の
就
労
状
況
を
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
働
い
て
い
る

 
 
 
 
 
2
 
現
在
求
職
中

 
 
 
 
3
 
就
労
も
休
職
も
し
て
い
な
い

 

 A
0
6
-
2
 
現
在
さ
れ
て
い
る
お
仕
事
の
形
態
は
ど
れ
に
該
当
し
ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
自
営

 
 
 
 
2
 
正
社
員

/
正
規
職
員

 
 
 
 
3
 
上
記
以
外
（
パ
ー
ト
/
ア
ル
バ
イ
ト
/
派
遣

/
契
約

/
嘱
託
等
）
 

 A
0
6
-
3
 
現
在
さ
れ
て
い
る
お
仕
事
は
、
以
下
の
ど
の
産
業
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
ご
回
答
下
さ

い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
農
林
漁
業

 
 
 
 
2
 
鉱
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
建
設
業

 
 
 
 
 
 
 
4
 
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
電
気
ガ
ス
水
道

  
 
 
 
 
 
 
 
 

6
 
運
輸
業

 
 
 
 
 
 
 
7
 
情
報
通
信
業

 
 
 
 
 
8
 
卸
売

/
小
売
業

 
 
9
 
金
融
保
険

/
不
動
産
業

 
 
 
1
0
 
飲
食

/
宿
泊
業

 

1
1
 
医
療
福
祉
業

 
 
1
2
 
教
育

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
3
 
公
務

 
 
 
 
 
 
 
 
1
4
 
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

 
 
 
 
 
 
1
5
 
い
ず
れ
に
も
該
当
せ
ず

 

 A
0
7
 
あ
な
た
の
世
帯
の
（
同
居
す
る
家
族
全
員
を
合
計
し
た
）
昨
年
（
2
0
1
5
年
）
一
年
間
の
所
得
（
課
税
前
）
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
た

か
。
該
当
す
る
水
準
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 2

0
0
万
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
2
 2

0
0
～

4
0
0
万
円
程
度

 
 
 
 
3
 4

0
0
～

6
0
0
万
円
程
度

 

4
 6

0
0
～

8
0
0
万
円
程
度

 
 
5
 8

0
0
～

1
2
0
0
万
円
程
度

 
 
 
6
 1

2
0
0
万
円
以
上

 
 
 
 
 
 
7
 
よ
く
分
か
ら
な
い
／
答
え
た
く
な
い

 

 A
0
8
-
1
現
在
、
あ
な
た
と
同
居
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
の
数
は
あ
な
た
自
身
を
含
め
て
全
部
で
何
人
で
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ

い
。
（
単
身
で
住
ん
で
お
り
、
同
居
家
族
が
い
な
い
場
合
、
「
1
人
」
と
回
答
）
 

 A
0
8
-
2
あ
な
た
に
子
供
（
実
子
ま
た
は
養
子
、
同
居
の
如
何
は
問
わ
な
い
）
は
い
ま
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
い
な
い
場

合
、
「
0
人
」
と
回
答
）
 

 A
0
8
-
3
今
後
、
子
供
を
（
さ
ら
に
）
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。

 
（
1
つ
選
択
）
 

1
 
は
い

 
 
 
2
 
い
い
え

 
 
 
 
3
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

/
答
え
た
く
な
い

 

 A
0
9
あ
な
た
が
日
頃
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
（
接
し
て
い
る
）
経
済
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
該
当
す
る
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）
 

1
 
テ
レ
ビ
／
ラ
ジ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
新
聞
（
総
合
・
一
般
紙
）
 
 
 
 
 
 
3
 
新
聞
（
業
界
紙
等
）
 
 

 

4
 
雑
誌
類
（
週
刊

/
月
刊
誌

) 
 
5
 
書
籍
（
雑
誌
類
を
除
く
）
 
 

6
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 A
1
0
あ
な
た
は
日
頃
（
新
聞
、
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ等
で
）
、
ど
の
総
合
・
一
般
紙
の
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。
該
当
す
る
も
の
を

                  A
0
7
-
1
現
在
、
あ
な
た
と
同
居
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
の
数
は
あ
な
た
自
身
を
含
め
て
全
部
で
何
人
で
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ

い
。
（
単
身
で
住
ん
で
お
り
、
同
居
家
族
が
い
な
い
場
合
、
「
1
人
」
と
回
答
）
 

 A
0
7
-
2
あ
な
た
に
子
供
（
実
子
ま
た
は
養
子
、
同
居
の
如
何
は
問
わ
な
い
）
は
い
ま
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
い
な
い
場

合
、

0
人
）
 

 A
0
7
-
3
今
後
、
子
供
を
（
さ
ら
に
）
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。

 
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
は
い

 
 
 
2
 
い
い
え

 
 
 
 
3
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

/
答
え
た
く
な
い

 

 A
0
8
-
1
あ
な
た
が
日
頃
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
（
接
し
て
い
る
）
経
済
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
該
当
す
る
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）
 

1
 
テ
レ
ビ
／
ラ
ジ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
 
新
聞
（
総
合
・
一
般
紙
）
 
 
 
3
 
新
聞
（
業
界
紙
等
）
 
 

 

4
 
雑
誌
類
（
週
刊

/
月
刊
誌

) 
 
 
5
 
書
籍
（
雑
誌
類
を
除
く
）
 
 
 
6
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

7
 
学
術
誌
・
専
門
誌

 
 
 
 
 
 
 
 

 
8
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 A
0
8
-
2
あ
な
た
は
日
頃
（
新
聞
、
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ等
で
）
、
ど
の
総
合
・
一
般
紙
の
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。
該
当
す
る
も
の
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『経済分析』第 197号 

 A
0
6
-
1
 
現
在
の
就
労
状
況
を
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
働
い
て
い
る

 
 
 
 
 
2
 
現
在
求
職
中

 
 
 
 
3
 
就
労
も
休
職
も
し
て
い
な
い

 

 A
0
6
-
2
 
現
在
さ
れ
て
い
る
お
仕
事
の
形
態
は
ど
れ
に
該
当
し
ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
自
営

 
 
 
 
2
 
正
社
員

/
正
規
職
員

 
 
 
 
3
 
上
記
以
外
（
パ
ー
ト
/
ア
ル
バ
イ
ト
/
派
遣

/
契
約

/
嘱
託
等
）
 

 A
0
6
-
3
 
現
在
さ
れ
て
い
る
お
仕
事
は
、
以
下
の
ど
の
産
業
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
ご
回
答
下
さ

い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
農
林
漁
業

 
 
 
 
2
 
鉱
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
建
設
業

 
 
 
 
 
 
 
4
 
製
造
業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
電
気
ガ
ス
水
道

  
 
 
 
 
 
 
 
 

6
 
運
輸
業

 
 
 
 
 
 
 
7
 
情
報
通
信
業

 
 
 
 
 
8
 
卸
売

/
小
売
業

 
 
9
 
金
融
保
険

/
不
動
産
業

 
 
 
1
0
 
飲
食

/
宿
泊
業

 

1
1
 
医
療
福
祉
業

 
 
1
2
 
教
育

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
3
 
公
務

 
 
 
 
 
 
 
 
1
4
 
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

 
 
 
 
 
 
1
5
 
い
ず
れ
に
も
該
当
せ
ず

 

 A
0
7
 
あ
な
た
の
世
帯
の
（
同
居
す
る
家
族
全
員
を
合
計
し
た
）
昨
年
（
2
0
1
5
年
）
一
年
間
の
所
得
（
課
税
前
）
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
た

か
。
該
当
す
る
水
準
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 2

0
0
万
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
2
 2

0
0
～

4
0
0
万
円
程
度

 
 
 
 
3
 4

0
0
～

6
0
0
万
円
程
度

 

4
 6

0
0
～

8
0
0
万
円
程
度

 
 
5
 8

0
0
～

1
2
0
0
万
円
程
度

 
 
 
6
 1

2
0
0
万
円
以
上

 
 
 
 
 
 
7
 
よ
く
分
か
ら
な
い
／
答
え
た
く
な
い

 

 A
0
8
-
1
現
在
、
あ
な
た
と
同
居
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
の
数
は
あ
な
た
自
身
を
含
め
て
全
部
で
何
人
で
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ

い
。
（
単
身
で
住
ん
で
お
り
、
同
居
家
族
が
い
な
い
場
合
、
「
1
人
」
と
回
答
）
 

 A
0
8
-
2
あ
な
た
に
子
供
（
実
子
ま
た
は
養
子
、
同
居
の
如
何
は
問
わ
な
い
）
は
い
ま
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
い
な
い
場

合
、
「
0
人
」
と
回
答
）
 

 A
0
8
-
3
今
後
、
子
供
を
（
さ
ら
に
）
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。

 
（
1
つ
選
択
）
 

1
 
は
い

 
 
 
2
 
い
い
え

 
 
 
 
3
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

/
答
え
た
く
な
い

 

 A
0
9
あ
な
た
が
日
頃
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
（
接
し
て
い
る
）
経
済
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
該
当
す
る
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）
 

1
 
テ
レ
ビ
／
ラ
ジ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
新
聞
（
総
合
・
一
般
紙
）
 
 
 
 
 
 
3
 
新
聞
（
業
界
紙
等
）
 
 

 

4
 
雑
誌
類
（
週
刊

/
月
刊
誌

) 
 
5
 
書
籍
（
雑
誌
類
を
除
く
）
 
 

6
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 A
1
0
あ
な
た
は
日
頃
（
新
聞
、
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ等
で
）
、
ど
の
総
合
・
一
般
紙
の
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。
該
当
す
る
も
の
を

                  A
0
7
-
1
現
在
、
あ
な
た
と
同
居
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
の
数
は
あ
な
た
自
身
を
含
め
て
全
部
で
何
人
で
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ

い
。
（
単
身
で
住
ん
で
お
り
、
同
居
家
族
が
い
な
い
場
合
、
「
1
人
」
と
回
答
）
 

 A
0
7
-
2
あ
な
た
に
子
供
（
実
子
ま
た
は
養
子
、
同
居
の
如
何
は
問
わ
な
い
）
は
い
ま
す
か
。
人
数
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
い
な
い
場

合
、

0
人
）
 

 A
0
7
-
3
今
後
、
子
供
を
（
さ
ら
に
）
持
ち
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。

 
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
は
い

 
 
 
2
 
い
い
え

 
 
 
 
3
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

/
答
え
た
く
な
い

 

 A
0
8
-
1
あ
な
た
が
日
頃
頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
（
接
し
て
い
る
）
経
済
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
該
当
す
る
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）
 

1
 
テ
レ
ビ
／
ラ
ジ
オ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
 
新
聞
（
総
合
・
一
般
紙
）
 
 
 
3
 
新
聞
（
業
界
紙
等
）
 
 

 

4
 
雑
誌
類
（
週
刊

/
月
刊
誌

) 
 
 
5
 
書
籍
（
雑
誌
類
を
除
く
）
 
 
 
6
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

7
 
学
術
誌
・
専
門
誌

 
 
 
 
 
 
 
 

 
8
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 

 A
0
8
-
2
あ
な
た
は
日
頃
（
新
聞
、
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ等
で
）
、
ど
の
総
合
・
一
般
紙
の
記
事
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。
該
当
す
る
も
の
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選
択
肢
か
ら
選
ん
で
下
さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）
 

1
 
読
売
新
聞

 
 
 
 
 
2
 
朝
日
新
聞

 
 
 
 
 
 
3
 
聖
教
新
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
中
日
／
東
京
新
聞

 

5
 
毎
日
新
聞

 
 
 
 
6
 
日
本
経
済
新
聞

 
 
 
7
 
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

 
 
 
 
8
 
産
経
新
聞

 

9
 
地
方
紙

 
 
 
 
 
 
 
1
0
 
海
外
の
新
聞

 
 
 
 
1
1
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

                B
. 
日
本
経
済
の
現
状
に
係
る
認
識

 

 日
本
経
済
は
、

1
9
9
0
年
代
始
め
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
下
で
成
長
率
が
低
下
し
て
お
り
、
今
後
の
将
来

展
望
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
長
（
経
済
規
模
拡
大
の
ペ
ー
ス
）
が
鈍
化
し
た
下
で
、
「
格

差
」
問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
に
関
連
し
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

 マ
ク
ロ
経
済
（
※
）
展
望

 

（
※
）
「
マ
ク
ロ
経
済
」
と
は
、
国
内
の
世
帯
や
企
業
に
よ
る
個
別
の
経
済
活
動
を
集
計
し
た
一
国
経
済
全
体
を
意
味
し
ま
す
。

 

  B
0
1
 
あ
な
た
は
、
昨
年
度
（
2
0
1
5
年
度
）
一
年
間
に
お
け
る
日
本
経
済
全
体
の
活
動
規
模
を
表
す

G
D

P
（
国
内
総
生
産
）
は
概
ね
ど

の
程
度
の
金
額
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
が
考
え
る
金
額
に
最
も
近
い
選
択
肢
を
一
つ
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ

け
選
択
）
 

1
 1

1
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
2
 1

0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
 
3
 3

0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
4
 5

0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
 

を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
下
さ
い
。
（
複
数
選
択
可
）
 

1
 
読
売
新
聞

 
 
 
 
 
2
 
朝
日
新
聞

 
 
 
 
 
 
3
 
聖
教
新
聞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
中
日
／
東
京
新
聞

 

5
 
毎
日
新
聞

 
 
 
 
6
 
日
本
経
済
新
聞

 
 
 
7
 
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

 
 
 
 
8
 
産
経
新
聞

 

9
 
地
方
紙

 
 
 
 
 
 
 
1
0
 
海
外
の
新
聞

 
 
 
 
 

 
 

A
0
9
あ
な
た
が
（
過
去

5
年
間
で
）
論
文

/
記
事
等
を
執
筆
・
寄
稿
し
た
媒
体
と
し
て
、
主
た
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
下

さ
い
。
（
最
大

5
つ
ま
で
）
 

1
 
所
属
機
関
の
報
告
書
等

 
 

2
 
所
属
機
関
の
Ｄ
Ｐ
／
Ｗ
Ｐ

 
 
 
 
 
3
 
所
属
機
関
の
紀
要
等

 
 

4
 
査
読
付
き
学
術
誌
（
日
本
語
）
 

 
5
 
査
読
付
き
学
術
誌
（
外
国
語
）
 
6
 
研
究
書
（
出
版
）
 

7
 
一
般
誌

/
商
業
誌
へ
の
寄
稿

 
 
 
8
 
新
聞
へ
の
寄
稿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事

 

1
0
 
そ
の
他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
1
 
過
去
五
年
間
、
論
文
の
執
筆
は
な
い

 

 A
1
0
あ
な
た
は
経
済
（
学
）
関
係
の
学
会
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
主
な
所
属
学
会
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
所
属
学
会
が
一
つ
も
な

い
場
合
、
な
し
と
ご
回
答
下
さ
い
。
（
最
大

2
つ
ま
で
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
記
入
例
：
 
日
本
経
済
学
会

 
 
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会

 

A
1
1
 
あ
な
た
の
主
た
る
専
門
分
野
を
ご
回
答
下
さ
い
。
（
最
大

2
つ
ま
で
）
 

 
 

 
 

 
 

 
記
入
例
：
 
財
政
学

  
 

 
 

 
日
本
経
済
論

 

   B
. 
日
本
経
済
の
現
状
に
係
る
認
識

 

 日
本
経
済
は
、

1
9
9
0
年
代
始
め
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
下
で
成
長
率
が
低
下
し
て
お
り
、
今
後
の
将
来

展
望
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
成
長
鈍
化
の
下
で
、
「
格
差
」
問
題
へ
の
関
心
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
に
関
連
し
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

 マ
ク
ロ
経
済
展
望
と
政
策
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5
 7

0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
6
 1

0
0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
7
 2

0
0
0
兆
円

 
 
 
 
 
8
 5

0
0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
9
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 B
0
2
 
今
後

1
0
～

2
0
年
程
度
の
期
間
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
す
か
。
（
物
価
の
変
動
の

影
響
を
除
い
て
考
え
た
）
実
質
ベ
ー
ス
の
生
産
額
と
物
価
動
向
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で

ご
回
答
下
さ
い
。

 

 B
0
2
-
1
 
実
質
ベ
ー
ス
の
生
産
額
の
展
望

 
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
経
済
活
動
の
規
模
の
拡
大
は
望
み
難
い
。

 

2
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
も
、
一
人
当
た
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
努
力
に
よ
り
成
長
（
規
模
の
拡
大
）
は
続
け
ら
れ
る
と
思
う
。

 

3
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
自
然
体
で
行
け
ば
、
実
質
経
済
活
動
の
規
模
は
ま
た
拡
大
に
転
じ
る
と
思
う
。

 

4
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
5
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
1
-
2
 
物
価
動
向
の
展
望
（
2
つ
ま
で
選
択
）
 

1
 
今
の
低
迷
（
デ
フ
レ
基
調
）
が
続
く
と
思
う
。

 

2
 
実
質
経
済
に
大
幅
な
拡
大
が
望
め
な
く
て
も
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
引
き
起
こ
せ
れ
ば
、
デ
フ
レ
脱
却
は
可
能
だ
と
思
う
。

 

3
 
経
済
の
実
態
が
着
実
に
成
長
で
き
る
状
況
を
回
復
で
き
れ
ば
、
物
価
も
反
転
上
昇
す
る
と
思
う
。

 

4
 
今
日
の
財
政
赤
字
や
金
融
政
策
の
状
況
等
か
ら
、
急
速
な
イ
ン
フ
レ
に
転
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 
 

                

  B
0
1
 
今
後

1
0
～

2
0
年
程
度
の
期
間
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
す
か
。
実
質
の
経
済
活
動

と
物
価
動
向
の
両
面
に
つ
い
て
、
選
択
肢
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
○
は
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
）
 

  B
0
1
-
1
 
実
質
経
済
成
長
の
展
望

 

1
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
経
済
活
動
の
規
模
の
拡
大
は
望
み
難
い
。

 

2
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
も
、
一
人
当
た
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
努
力
に
よ
り
成
長
（
規
模
の
拡
大
）
は
続
け
ら
れ
る
と
思
う
。

 

3
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
自
然
体
で
行
け
ば
、
実
質
経
済
活
動
の
規
模
は
ま
た
拡
大
に
転
じ
る
と
思
う
。

 

4
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
5
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
1
-
2
 
物
価
の
展
望

 

1
 
今
の
低
迷
（
デ
フ
レ
基
調
）
が
続
く
と
思
う
。

 

2
 
実
質
経
済
に
大
幅
な
拡
大
が
望
め
な
く
て
も
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
引
き
起
こ
せ
れ
ば
、
デ
フ
レ
脱
却
は
可
能
だ
と
思
う
。

 

3
 
経
済
の
実
態
が
着
実
に
成
長
で
き
る
状
況
を
回
復
で
き
れ
ば
、
物
価
も
反
転
上
昇
す
る
と
思
う
。

 

4
 
今
日
の
財
政
赤
字
や
金
融
政
策
の
状
況
等
か
ら
、
急
速
な
イ
ン
フ
レ
に
転
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
2
 
問

B
0
1
で
回
答
頂
い
た
実
質
成
長
、
及
び
物
価
の
展
望
は
、
経
済
政
策
の
選
択
に
ど
の
程
度
影
響
を
受
け
る
と
思
い
ま
す

か
。
（
○
は
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
）
 

 B
0
2
-
1
 
政
策
が
実
質
経
済
成
長
の
展
望
に
与
え
る
影
響

 

1
 
実
質
経
済
の
展
望
は
政
策
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
。

 

2
 
実
質
経
済
の
展
望
は
政
策
選
択
に
依
存
す
る
面
が
一
定
程
度
あ
る
。

 

3
 
実
質
経
済
の
展
望
は
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
選
択
次
第
で
全
く
違
っ
て
来
る
。

 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
2
-
2
 
政
策
が
物
価
の
展
望
に
与
え
る
影
響

 

1
 
物
価
動
向
の
展
望
は
政
策
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
。

 

2
 
物
価
動
向
の
展
望
は
政
策
選
択
に
依
存
す
る
面
が
一
定
程
度
あ
る
。

 

3
 
物
価
動
向
の
展
望
は
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
選
択
次
第
で
全
く
違
っ
て
来
る
。

 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 

－ 170 －



 

170 

『経済分析』第 197号 

5
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0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
6
 1

0
0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
7
 2

0
0
0
兆
円

 
 
 
 
 
8
 5

0
0
0
兆
円

 
 
 
 
 
 
9
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 B
0
2
 
今
後

1
0
～

2
0
年
程
度
の
期
間
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
す
か
。
（
物
価
の
変
動
の

影
響
を
除
い
て
考
え
た
）
実
質
ベ
ー
ス
の
生
産
額
と
物
価
動
向
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で

ご
回
答
下
さ
い
。

 

 B
0
2
-
1
 
実
質
ベ
ー
ス
の
生
産
額
の
展
望

 
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
経
済
活
動
の
規
模
の
拡
大
は
望
み
難
い
。

 

2
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
も
、
一
人
当
た
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
努
力
に
よ
り
成
長
（
規
模
の
拡
大
）
は
続
け
ら
れ
る
と
思
う
。

 

3
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
自
然
体
で
行
け
ば
、
実
質
経
済
活
動
の
規
模
は
ま
た
拡
大
に
転
じ
る
と
思
う
。

 

4
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
5
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
1
-
2
 
物
価
動
向
の
展
望
（
2
つ
ま
で
選
択
）
 

1
 
今
の
低
迷
（
デ
フ
レ
基
調
）
が
続
く
と
思
う
。

 

2
 
実
質
経
済
に
大
幅
な
拡
大
が
望
め
な
く
て
も
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
引
き
起
こ
せ
れ
ば
、
デ
フ
レ
脱
却
は
可
能
だ
と
思
う
。

 

3
 
経
済
の
実
態
が
着
実
に
成
長
で
き
る
状
況
を
回
復
で
き
れ
ば
、
物
価
も
反
転
上
昇
す
る
と
思
う
。

 

4
 
今
日
の
財
政
赤
字
や
金
融
政
策
の
状
況
等
か
ら
、
急
速
な
イ
ン
フ
レ
に
転
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 
 

                

  B
0
1
 
今
後

1
0
～

2
0
年
程
度
の
期
間
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
す
か
。
実
質
の
経
済
活
動

と
物
価
動
向
の
両
面
に
つ
い
て
、
選
択
肢
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
○
は
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
）
 

  B
0
1
-
1
 
実
質
経
済
成
長
の
展
望

 

1
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
経
済
活
動
の
規
模
の
拡
大
は
望
み
難
い
。

 

2
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
下
で
も
、
一
人
当
た
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
努
力
に
よ
り
成
長
（
規
模
の
拡
大
）
は
続
け
ら
れ
る
と
思
う
。

 

3
 
高
齢
化
や
人
口
減
少
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
り
、
自
然
体
で
行
け
ば
、
実
質
経
済
活
動
の
規
模
は
ま
た
拡
大
に
転
じ
る
と
思
う
。

 

4
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
5
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
1
-
2
 
物
価
の
展
望

 

1
 
今
の
低
迷
（
デ
フ
レ
基
調
）
が
続
く
と
思
う
。

 

2
 
実
質
経
済
に
大
幅
な
拡
大
が
望
め
な
く
て
も
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
引
き
起
こ
せ
れ
ば
、
デ
フ
レ
脱
却
は
可
能
だ
と
思
う
。

 

3
 
経
済
の
実
態
が
着
実
に
成
長
で
き
る
状
況
を
回
復
で
き
れ
ば
、
物
価
も
反
転
上
昇
す
る
と
思
う
。

 

4
 
今
日
の
財
政
赤
字
や
金
融
政
策
の
状
況
等
か
ら
、
急
速
な
イ
ン
フ
レ
に
転
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
2
 
問

B
0
1
で
回
答
頂
い
た
実
質
成
長
、
及
び
物
価
の
展
望
は
、
経
済
政
策
の
選
択
に
ど
の
程
度
影
響
を
受
け
る
と
思
い
ま
す

か
。
（
○
は
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
）
 

 B
0
2
-
1
 
政
策
が
実
質
経
済
成
長
の
展
望
に
与
え
る
影
響

 

1
 
実
質
経
済
の
展
望
は
政
策
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
。

 

2
 
実
質
経
済
の
展
望
は
政
策
選
択
に
依
存
す
る
面
が
一
定
程
度
あ
る
。

 

3
 
実
質
経
済
の
展
望
は
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
選
択
次
第
で
全
く
違
っ
て
来
る
。

 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
2
-
2
 
政
策
が
物
価
の
展
望
に
与
え
る
影
響

 

1
 
物
価
動
向
の
展
望
は
政
策
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
変
わ
ら
な
い
。

 

2
 
物
価
動
向
の
展
望
は
政
策
選
択
に
依
存
す
る
面
が
一
定
程
度
あ
る
。

 

3
 
物
価
動
向
の
展
望
は
政
策
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
選
択
次
第
で
全
く
違
っ
て
来
る
。

 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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               格
差

 

 B
0
3
 
成
長
鈍
化
の
下
で
注
目
が
集
ま
る
「
格
差
」
に
関
す
る
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
選
択
肢
で
ご

回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
日
本
は
比
較
的
平
等
な
国
で
あ
り
、
こ
れ
は
成
長
が
鈍
化
し
た
今
日
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

 

2
 
日
本
は
比
較
的
平
等
な
国
だ
っ
た
が
、
緩
や
か
に
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 

3
 
日
本
は
比
較
的
平
等
な
国
だ
っ
た
が
、
急
速
に
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と
思
う
。

 

4
 
日
本
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
格
差
が
比
較
的
大
き
い
部
類
の
国
で
あ
る
と
思
う
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
4
今
後
の
日
本
経
済
を
考
え
る
場
合
、
政
策
は
「
経
済
の

"成
長

"」
と
「
"分
配

"の
平
等
」
の
い
ず
れ
に
軸
足
を
置
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
も
っ
ぱ
ら

"成
長

"を
重
視
す
べ
き
だ
と
思
う
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

"成
長

"に
軸
足
を
置
く
べ
き
だ
と
思
う
。

 

3
 
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
て
政
策
を
実
施
す
べ
き
だ
と
思
う
。

 
4
 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

"分
配

"に
軸
足
を
置
く
べ
き
だ
と
思
う
。

 

5
 
も
っ
ぱ
ら

"分
配

"を
重
視
す
べ
き
だ
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  公
共
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と
負
担

 
 

 

B
0
3
 
問

B
0
2
で
政
策
の
影
響
が
あ
る
と
（
選
択
肢

2
、

3
を
選
ん
で
）
回
答
さ
れ
た
方
に
伺
い
ま
す
。
実
質
の
経
済
成
長
、
及
び
物
価

動
向
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
上
で
鍵
に
な
る
政
策
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。
実
質
成
長
、
及
び
物
価
動
向
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

選
択
肢
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
（
そ
れ
ぞ
れ
○
は

2
つ
ま
で
）
 

 B
0
3
-
1
 実
質
経
済
成
長
の
展
望
に
影
響
す
る
政
策

 

1
 
金
融
政
策
（
利
子
率
、
貨
幣
供
給
、
為
替
等
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
財
政
政
策
（
公
的
支
出
、
税
制
等
）
 

3
 
社
会
保
障
政
策
（
年
金
等
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
構
造
政
策
（
競
争
政
策
、
規
制
改
革
等
）
 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
3
-
2
 物
価
の
展
望
に
影
響
す
る
政
策

 

1
 
金
融
政
策
（
利
子
率
、
貨
幣
供
給
、
為
替
等
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
財
政
政
策
（
公
的
支
出
、
税
制
等
）
 

3
 
社
会
保
障
政
策
（
年
金
等
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
構
造
政
策
（
競
争
政
策
、
規
制
改
革
等
）
 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  格
差

 

 B
0
4
 
成
長
鈍
化
の
下
で
注
目
が
集
ま
る
「
格
差
」
に
関
す
る
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
選
択
肢
で

回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
日
本
は
比
較
的
平
等
な
国
で
あ
り
、
こ
れ
は
成
長
が
鈍
化
し
た
今
日
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

 

2
 
日
本
は
比
較
的
平
等
な
国
だ
っ
た
が
、
緩
や
か
に
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 

3
 
日
本
は
比
較
的
平
等
な
国
だ
っ
た
が
、
急
速
に
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と
思
う
。

 

4
 
日
本
は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
格
差
が
比
較
的
大
き
い
部
類
の
国
で
あ
る
と
思
う
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 B
0
5
今
後
の
日
本
経
済
を
考
え
る
場
合
、
政
策
は
「
経
済
の

"成
長

"」
と
「
"分
配

"の
平
等
」
の
い
ず
れ
に
軸
足
を
置
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
も
っ
ぱ
ら

"成
長

"を
重
視
す
べ
き
だ
と
思
う
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

"成
長

"に
軸
足
を
置
く
べ
き
だ
と
思
う
。

 

3
 
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考
え
て
政
策
を
実
施
す
べ
き
だ
と
思
う
。

 
4
 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

"分
配

"に
軸
足
を
置
く
べ
き
だ
と
思
う
。

 

5
 
も
っ
ぱ
ら

"分
配

"を
重
視
す
べ
き
だ
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  公
共
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と
負
担
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B
0
6
 
一
般
に
、
国
家
の
あ
り
様
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

現
実
の
「
日
本
」
は
、
こ
の

2
つ
の
相
反
す
る
国
家
観
念
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
と
考
え
て
以
下
の
問
い
に
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 B
0
6
-
1
今
の
日
本
は
、
以
下
の
ス
ケ
ー
ル
で
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

 B
0
6
-
2
将
来
（
1
0
～

2
0
年
後
）
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回

答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

 

 

B
0
6
-
3
将
来
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

    C
. 
国
民
負
担
と
税
制
に
係
る
認
識

 

 C
0
1
今
日
の
日
本
で
は
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
高
齢
化
に
由
来
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
等
か
ら
、
政
府
債
務
が
累
増
し
て

お
り
、
国
民
負
担
の
引
上
げ
や
む
な
し
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
選
ん
で
下
さ

い
。
（
○
は

1
つ
）
 

B
0
6
 
一
般
に
、
国
家
の
あ
り
様
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

現
実
の
「
日
本
」
は
、
こ
の

2
つ
の
相
反
す
る
国
家
観
念
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
と
考
え
て
以
下
の
問
い
に
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 B
0
6
-
1
今
の
日
本
は
、
以
下
の
ス
ケ
ー
ル
で
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

 B
0
6
-
2
将
来
（
1
0
～

2
0
年
後
）
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回

答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

 

 

B
0
6
-
3
将
来
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

    C
. 
国
民
負
担
と
税
制
に
係
る
認
識

 

 C
0
1
今
日
の
日
本
で
は
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
高
齢
化
に
由
来
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
等
か
ら
、
政
府
債
務
が
累
増
し
て

お
り
、
国
民
負
担
の
引
上
げ
や
む
な
し
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
選
ん
で
下
さ

い
。
（
○
は

1
つ
）
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B
0
6
 
一
般
に
、
国
家
の
あ
り
様
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

現
実
の
「
日
本
」
は
、
こ
の

2
つ
の
相
反
す
る
国
家
観
念
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
と
考
え
て
以
下
の
問
い
に
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 B
0
6
-
1
今
の
日
本
は
、
以
下
の
ス
ケ
ー
ル
で
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

 B
0
6
-
2
将
来
（
1
0
～

2
0
年
後
）
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回

答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

 

 

B
0
6
-
3
将
来
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

    C
. 
国
民
負
担
と
税
制
に
係
る
認
識

 

 C
0
1
今
日
の
日
本
で
は
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
高
齢
化
に
由
来
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
等
か
ら
、
政
府
債
務
が
累
増
し
て

お
り
、
国
民
負
担
の
引
上
げ
や
む
な
し
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
選
ん
で
下
さ

い
。
（
○
は

1
つ
）
 

B
0
6
 
一
般
に
、
国
家
の
あ
り
様
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

 

現
実
の
「
日
本
」
は
、
こ
の

2
つ
の
相
反
す
る
国
家
観
念
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
と
考
え
て
以
下
の
問
い
に
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 B
0
6
-
1
今
の
日
本
は
、
以
下
の
ス
ケ
ー
ル
で
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

 B
0
6
-
2
将
来
（
1
0
～

2
0
年
後
）
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回

答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

 

 

B
0
6
-
3
将
来
の
日
本
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
か
。
番
号
を
○
で
囲
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

 

    C
. 
国
民
負
担
と
税
制
に
係
る
認
識

 

 C
0
1
今
日
の
日
本
で
は
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
高
齢
化
に
由
来
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
等
か
ら
、
政
府
債
務
が
累
増
し
て

お
り
、
国
民
負
担
の
引
上
げ
や
む
な
し
と
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
選
ん
で
下
さ

い
。
（
○
は

1
つ
）
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1
 
 
債
務
の
現
状
や
高
齢
化
で
生
じ
る
社
会
保
障
関
係
費
の
拡
大
を
考
え
れ
ば
、
国
民
負
担
の
増
加
は
や
む
を
得
な
い
。

 

2
 
 
国
民
負
担
の
引
上
げ
は
最
小
限
に
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
無
駄
な
支
出
を
削
っ
た
後
に
負
担
の
引
上
げ
を
議
論
す

べ
き
で
あ
る
。

 

3
 
 
国
民
負
担
の
引
上
げ
は
回
避
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し
（
引
下
げ
）
に
踏
み
込
む
べ
き
で

あ
る
。

 

4
 
 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
 
5
 
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
2
国
民
負
担
の
引
上
げ
が
避
け
が
た
い
場
合
、
負
担
や
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
歳
入
を
確
保

す
る
こ
と
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
所
得
税
の
増
税

 
 
 
 
 
 
2
 
法
人
税
の
増
税
（
税
率
引
上
げ
）
 
 
 
3
 
法
人
税
の
増
税
（
対
象
企
業
の
拡
大
）
 
 
 

4
 
消
費
税
の
増
税

 
 
 
 
 
 
5
 
資
産
税
の
増
税

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
相
続
税
の
増
税

 

7
 
社
会
保
険
料
（
年
金
や
健
康
保
険
の
保
険
料
）
の
引
上
げ

 
 
 
 
 
8
 
イ
ン
フ
レ
を
通
じ
た
歳
入
増

 

9
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
 
1
0
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

         消
費
税
に
係
る
認
識

 

 政
府
債
務
問
題
の
懸
念
が
深
ま
る
中
、
近
年
、
安
定
財
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
」
に
関
連
し
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

 

 C
0
3
 
消
費
税
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
見
方
に
近
い
考
え
方
を
以
下
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
消
費
税
は
低
所
得
世
帯
に
も
負
担
が
重
く
、
逆
進
的
で
あ
り
、
そ
の
拡
大
に
つ
な
が
る
税
率
引
上
げ
は
好
ま
し
く
な
い
。

 

2
 
消
費
税
は
景
気
や
物
価
な
ど
、
経
済
に
広
く
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
引
上
げ
は
（
当
面
）
好
ま
し
く
な
い
。

 

3
 
消
費
税
は
、
一
部
の
個
人
に
よ
る
所
得
隠
し
等
が
存
在
す
る
現
実
の
下
で
は
、
よ
り
公
平
・
適
切
な
課
税
手
段
で
あ
る
。

 

4
 
消
費
税
は
、
勤
労
意
欲
に
直
接
作
用
し
な
い
等
、
民
間
主
体
（
家
計
や
企
業
）
の
経
済
行
動
を
歪
め
る
程
度
が
小
さ
く
、
優
れ
た

課
税
手
段
と
言
え
る
。

 

5
 
日
本
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
安
定
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
消
費
税
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

 

1
 
 
債
務
の
現
状
や
高
齢
化
で
生
じ
る
社
会
保
障
関
係
費
の
拡
大
を
考
え
れ
ば
、
国
民
負
担
の
増
加
は
や
む
を
得
な
い
。

 

2
 
 
国
民
負
担
の
引
上
げ
は
最
小
限
に
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
無
駄
な
支
出
を
削
っ
た
後
に
負
担
の
引
上
げ
を
議
論
す

べ
き
で
あ
る
。

 

3
 
 
国
民
負
担
の
引
上
げ
は
回
避
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し
（
引
下
げ
）
に
踏
み
込
む
べ
き
で

あ
る
。

 

4
 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

 C
0
2
国
民
負
担
の
引
上
げ
が
避
け
が
た
い
場
合
、
負
担
や
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
歳
入
を
確
保

す
る
こ
と
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
所
得
税
の
増
税

 
 
 
 
 
 
2
 
法
人
税
の
増
税
（
税
率
引
上
げ
）
 
 
 
3
 
法
人
税
の
増
税
（
対
象
企
業
の
拡
大
）
 
 
 

4
 
消
費
税
の
増
税

 
 
 
 
 
 
5
 
資
産
税
の
増
税

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
相
続
税
の
増
税

 

7
 
社
会
保
険
料
（
年
金
や
健
康
保
険
の
保
険
料
）
の
引
上
げ

 
 
 
 
 
8
 
イ
ン
フ
レ
を
通
じ
た
歳
入
増

 

9
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
 
1
0
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
3
 
問

C
0
2
で
、
あ
な
た
が
選
ん
だ
選
択
肢
に
よ
る
歳
入
確
保
が
適
切
と
考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。
該
当
す
る
理
由
を
選
択
肢

で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
富
裕
層
の
負
担
で
格
差
是
正
に
貢
献
で
き
る
か
ら
。

 
 
 
 
 
2
 
利
益
を
蓄
積
し
て
い
る
（
大
）
企
業
へ
の
課
税
だ
か
ら
。

 

3
 
租
税
回
避
（
税
逃
れ
）
行
動
に
対
す
る
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る
か
ら
。

 

4
 
歳
入
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
か
ら
（
安
定
財
源
だ
か
ら
）
 
 
 
5
 
民
間
経
済
主
体
の
行
動
を
歪
め
る
程
度
が
小
さ
い
か
ら
。

 

6
 
利
用
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か
ら
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
 
そ
の
他
の
理
由
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

  消
費
税
に
係
る
認
識

 

 政
府
債
務
問
題
の
懸
念
が
深
ま
る
中
、
近
年
、
安
定
財
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
」
に
関
連
し
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

 

 C
0
4
 
消
費
税
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
見
方
に
近
い
考
え
方
を
以
下
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
消
費
税
は
低
所
得
世
帯
に
も
負
担
が
重
く
、
逆
進
的
で
あ
り
、
そ
の
拡
大
に
つ
な
が
る
税
率
引
上
げ
は
好
ま
し
く
な
い
。

 

2
 
消
費
税
は
景
気
や
物
価
な
ど
、
経
済
に
広
く
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
引
上
げ
は
（
当
面
）
好
ま
し
く
な
い
。

 

3
 
消
費
税
は
個
人
の
経
済
力
（
消
費
水
準
）
相
応
に
負
担
を
求
め
る
課
税
手
段
で
あ
り
、
個
人
に
よ
る
課
税
回
避
行
動
（
所
得
隠
し

等
）
が
存
在
す
る
現
実
の
下
で
は
、
よ
り
公
平
・
適
切
な
課
税
手
段
に
な
っ
て
い
る
。

 

4
 
消
費
税
は
資
源
配
分
に
与
え
る
歪
み
が
比
較
的
小
さ
な
優
れ
た
課
税
手
段
と
言
え
る
。

 

5
 
日
本
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
安
定
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
消
費
税
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
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6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
4
消
費
税
率
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
財
政
状
況
等
も
踏
ま
え
、
あ
な
た
自
身
は
以
下
の
う
ち
ど
れ
位
が
現
実
的
（
か
つ
甘
受
す
べ

き
な
）
税
率
水
準
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
現
行
水
準
か
ら
の
引
下
げ
、
な
い
し
消
費
税
の
廃
止
。

 

2
 
 
現
行
水
準
（
8
％
）
の
維
持
。

 

3
 
 
1
0
％
程
度
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
現
行

1
0
％
）
。

 

4
 
 
1
5
～

2
0
％
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
現
行

2
０
％
程
度
）
。

 

5
 
 
2
5
％
以
上
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
現
行

2
5
％
程
度
）
。

 

6
 
 
そ
の
他

 
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 
％
程
度
ま
で
）
 
 
 
7
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
5
消
費
税
率
の
引
上
げ
前
後
で
、
あ
な
た
の
月
々
の
消
費
支
出
額
（
買
い
物
し
た
金
額
）
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
（
な
い
し

は
、
し
ま
せ
ん
で
し
た
）
か
。
増
税
前
の
駆
込
み
的
な
消
費
や
そ
こ
か
ら
の
反
動
減
の
影
響
を
除
い
た
平
均
的
な
消
費
支
出
の
水
準

に
つ
い
て
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
税
率
以
上
に
増
加
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額
は

5
％
増

加
）
。

 

2
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
ほ
ぼ
税
率
上
昇
分
だ
け
増
加
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額

も
3
％
増
加
）
。

 

3
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
税
率
上
昇
分
よ
り
小
幅
に
増
加
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額

は
1
％
増
加
）
。

 

4
消
費
税
率
引
上
げ
後
も
毎
月
の
消
費
額
は
概
ね
変
わ
ら
な
か
っ
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額
は
ほ
ぼ
一

定
の
ま
ま
）
。

 

5
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
減
少
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額
は

1
％
減
少
）
。

 

6
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
6
 
消
費
税
率
の
引
上
げ
前
後
に
、
あ
な
た
が
問

C
0
5
で
回
答
さ
れ
た
よ
う
に
毎
月
の
消
費
支
出
額
を
変
更
し
た
（
な
い
し
、
し
な

か
っ
た
）
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
2
つ
ま
で
選
択
可
）
 

1
 
（
所
得
が
増
え
な
い
下
で
）
税
負
担
が
増
え
た
分
、
あ
る
程
度
支
出
を
削
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

 

2
 
税
率
上
昇
で
景
気
が
悪
く
な
り
実
質
的
な
所
得
が
減
っ
た
（
な
い
し
減
る
と
考
え
た
）
た
め
。

 

3
 
消
費
税
率
の
上
昇
は
前
か
ら
分
か
っ
て
（
予
想
さ
れ
て
）
お
り
、
支
出
計
画
の
変
更
は
な
か
っ
た
か
ら
。

 

4
 
毎
月
の
消
費
支
出
は
元
々
必
要
な
も
の
に
限
定
し
て
お
り
、
消
費
税
率
と
は
関
係
な
く
決
ま
る
か
ら
。

 

5
 
税
率
の
引
上
げ
に
よ
り
、
財
政
状
況
の
改
善
が
見
込
ま
れ
、
日
本
経
済
や
年
金
制
度
等
の
将
来
に
係
る
安
心
感
が
増
し
た
た

め
。

 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
）
 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
5
消
費
税
率
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
財
政
状
況
等
も
踏
ま
え
、
あ
な
た
自
身
は
以
下
の
う
ち
ど
れ
位
が
現
実
的
（
か
つ
甘
受
す
べ

き
な
）
税
率
水
準
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
現
行
水
準
か
ら
の
引
下
げ
、
な
い
し
消
費
税
の
廃
止
。

 

2
 
 
現
行
水
準
（
8
％
）
の
維
持
。

 

3
 
 
1
0
％
程
度
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
現
行

1
0
％
）
。

 

4
 
 
1
5
～

2
0
％
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
現
行

2
０
％
程
度
）
。

 

5
 
 
2
5
％
以
上
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
現
行

2
5
％
程
度
）
。

 

6
 
 
そ
の
他

 
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 
％
程
度
ま
で
）
 
 
 
7
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
4
消
費
税
率
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
財
政
状
況
等
も
踏
ま
え
、
あ
な
た
自
身
は
以
下
の
う
ち
ど
れ
位
が
現
実
的
（
か
つ
甘
受
す
べ

き
な
）
税
率
水
準
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
現
行
水
準
か
ら
の
引
下
げ
、
な
い
し
消
費
税
の
廃
止
。

 

2
 
 
現
行
水
準
（
8
％
）
の
維
持
。

 

3
 
 
1
0
％
程
度
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
現
行

1
0
％
）
。

 

4
 
 
1
5
～

2
0
％
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
現
行

2
０
％
程
度
）
。

 

5
 
 
2
5
％
以
上
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
現
行

2
5
％
程
度
）
。

 

6
 
 
そ
の
他

 
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 
％
程
度
ま
で
）
 
 
 
7
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
5
消
費
税
率
の
引
上
げ
前
後
で
、
あ
な
た
の
月
々
の
消
費
支
出
額
（
買
い
物
し
た
金
額
）
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
（
な
い
し

は
、
し
ま
せ
ん
で
し
た
）
か
。
増
税
前
の
駆
込
み
的
な
消
費
や
そ
こ
か
ら
の
反
動
減
の
影
響
を
除
い
た
平
均
的
な
消
費
支
出
の
水
準

に
つ
い
て
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
税
率
以
上
に
増
加
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額
は

5
％
増

加
）
。

 

2
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
ほ
ぼ
税
率
上
昇
分
だ
け
増
加
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額

も
3
％
増
加
）
。

 

3
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
税
率
上
昇
分
よ
り
小
幅
に
増
加
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額

は
1
％
増
加
）
。

 

4
消
費
税
率
引
上
げ
後
も
毎
月
の
消
費
額
は
概
ね
変
わ
ら
な
か
っ
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額
は
ほ
ぼ
一

定
の
ま
ま
）
。

 

5
消
費
税
率
引
上
げ
後
、
毎
月
の
消
費
額
は
減
少
し
た
（
例
：
3
％
の
税
率
引
上
げ
に
対
し
、
消
費
支
出
額
は

1
％
減
少
）
。

 

6
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
6
 
消
費
税
率
の
引
上
げ
前
後
に
、
あ
な
た
が
問

C
0
5
で
回
答
さ
れ
た
よ
う
に
毎
月
の
消
費
支
出
額
を
変
更
し
た
（
な
い
し
、
し
な

か
っ
た
）
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
2
つ
ま
で
選
択
可
）
 

1
 
（
所
得
が
増
え
な
い
下
で
）
税
負
担
が
増
え
た
分
、
あ
る
程
度
支
出
を
削
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
。

 

2
 
税
率
上
昇
で
景
気
が
悪
く
な
り
実
質
的
な
所
得
が
減
っ
た
（
な
い
し
減
る
と
考
え
た
）
た
め
。

 

3
 
消
費
税
率
の
上
昇
は
前
か
ら
分
か
っ
て
（
予
想
さ
れ
て
）
お
り
、
支
出
計
画
の
変
更
は
な
か
っ
た
か
ら
。

 

4
 
毎
月
の
消
費
支
出
は
元
々
必
要
な
も
の
に
限
定
し
て
お
り
、
消
費
税
率
と
は
関
係
な
く
決
ま
る
か
ら
。

 

5
 
税
率
の
引
上
げ
に
よ
り
、
財
政
状
況
の
改
善
が
見
込
ま
れ
、
日
本
経
済
や
年
金
制
度
等
の
将
来
に
係
る
安
心
感
が
増
し
た
た

め
。

 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に

: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
）
 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
5
消
費
税
率
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
財
政
状
況
等
も
踏
ま
え
、
あ
な
た
自
身
は
以
下
の
う
ち
ど
れ
位
が
現
実
的
（
か
つ
甘
受
す
べ

き
な
）
税
率
水
準
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
現
行
水
準
か
ら
の
引
下
げ
、
な
い
し
消
費
税
の
廃
止
。

 

2
 
 
現
行
水
準
（
8
％
）
の
維
持
。

 

3
 
 
1
0
％
程
度
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
現
行

1
0
％
）
。

 

4
 
 
1
5
～

2
0
％
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
は
現
行

2
０
％
程
度
）
。

 

5
 
 
2
5
％
以
上
へ
の
引
上
げ
（
参
考
：
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
現
行

2
5
％
程
度
）
。

 

6
 
 
そ
の
他

 
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 
％
程
度
ま
で
）
 
 
 
7
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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                        C
0
7
 
 
あ
な
た
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
が
税
率
引
上
げ
の
後
の
（
自
分
の
）
消
費
支
出
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
税

率
引
上
げ
時
点
の
経
済
状
況
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
影
響
は
税
率
引
上
げ
時
の
経
済
状
況
が
良
好
で
あ
る
程
大
き
く
な
る
と
思
う
。

 

2
 
影
響
は
税
率
引
上
げ
時
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
だ
と
思
う
。

 

3
 
影
響
は
税
率
引
上
げ
時
の
経
済
状
況
が
よ
く
な
い
場
合
程
大
き
く
な
る
と
思
う
。

 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

    

C
0
6
 
あ
な
た
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
前
後
で
、
マ
ク
ロ
の
名
目
消
費
支
出
額
が
ど
の
程
度
変
化
す
る
（
な
い
し
は
、
し
な
い
）
と
お

考
え
で
す
か
。
駆
込
み
的
消
費
や
そ
こ
か
ら
の
反
動
減
の
影
響
を
除
い
た
平
均
的
な
消
費
水
準
に
つ
い
て
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
消
費
支
出
額
は
、
税
率
の
引
上
げ
幅
以
上
に
増
加
し
た

 
(実
質
の
消
費
は
税
率
引
上
げ
後
に
増
加
し

た
)。

 

2
 
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
消
費
支
出
額
は
、
概
ね
、
税
率
の
引
上
げ
幅
相
当
分
増
加
す
る

 
(実
質
的
な
消
費
は
税
率
変
更
の
前

後
で
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い

)。
 

3
 
名
目
消
費
支
出
は
税
率
上
げ
後
に
増
加
す
る
が
、
増
加
率
は
税
率
の
上
げ
幅
よ
り
小
さ
い
（
実
質
消
費
は
減
少
す
る
が
、
程
度

は
税
率
の
変
更
幅
程
で
は
な
い
）
。

 

4
 
名
目
消
費
支
出
額
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
前
後
で
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
（
実
質
消
費
は
、
概
ね
、
税
率
の
上
昇
分
だ
け
減

少
す
る
）
。

 

5
 
消
費
税
率
の
引
上
げ
後
、
名
目
消
費
支
出
額
は
減
少
す
る
（
実
質
消
費
は
税
率
の
上
昇
分
以
上
に
大
き
く
減
少
す
る
）
。

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 C
0
7
 
消
費
税
率
の
引
上
げ
時
に
、
（
一
般
的
な
）
消
費
者
が
、
あ
な
た
が
問

0
6
で
回
答
さ
れ
た
よ
う
に
消
費
水
準
を
変
更
す
る
（
な
い

し
、
し
な
い
）
と
考
え
る
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
（
所
得
一
定
下
で
）
税
負
担
が
増
す
分
、
あ
る
程
度
実
質
支
出
が
減
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
。

 

2
 
税
率
上
昇
で
景
況
が
悪
化
し
、
実
質
所
得
が
低
下
す
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
。

 

3
 
消
費
税
率
の
上
昇
は
事
前
に
予
想
さ
れ
て
お
り
、
支
出
計
画
に
変
更
は
生
じ
な
い
か
ら
。

 

4
 
支
出
は
元
々
必
要
で
定
ま
っ
て
お
り
、
消
費
税
率
と
は
関
係
な
く
決
ま
る
か
ら
。

 

5
 
税
率
の
引
上
げ
に
よ
り
、
財
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状
況
が
改
善
し
、
日
本
経
済
や
年
金
制
度
等
の
将
来
に
係
る
安
心
感
が
増
す
た
め
。

 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

  C
0
8
 
 
あ
な
た
は
、
消
費
税
率
の
変
更
が
税
率
引
上
げ
後
の
マ
ク
ロ
の
消
費
支
出
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
税
率
引
上
げ
時
点

の
景
況
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
と
お
考
え
で
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
影
響
は
税
率
引
上
げ
時
の
経
済
状
況
が
良
好
で
あ
る
程
大
き
く
な
る
と
思
う
。

 

2
 
影
響
は
税
率
引
上
げ
時
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
だ
と
思
う
。

 

3
 
影
響
は
税
率
引
上
げ
時
の
経
済
状
況
が
よ
く
な
い
場
合
程
大
き
く
な
る
と
思
う
。

 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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D
．
公
共
投
資
（
財
政
政
策
）
に
係
る
認
識

 

 国
や
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共
の
利
益
の
た
め
に
行
う
事
業
（
公
共
事
業
）
で
の
投
資
を
公
共
投
資
と
言
い
ま
す
。
公
共
投
資
は
、

私
企
業
で
は
行
え
な
い
公
的
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
、
港
湾
、
上
下
水
道
、
公
園
等
の
公
共
施
設
）
の
整
備
や
地
域
間
格
差
の
是
正
に
つ

な
が
る
他
、
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
こ
と
を
通
じ
た
景
気
対
策
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
公
共
投
資
、
及
び

そ
れ
が
経
済
に
与
え
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

 D
0
1
 
今
日
の
日
本
に
お
け
る
公
共
投
資
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
以
下
か
ら

選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
（
欧
米
に
比
べ
）
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
水
準
に
あ
り
、
そ
の
一
層
の
整
備
の
た
め
に
公
共
投
資

を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

 

2
 
我
が
国
に
お
け
る
公
共
投
資
に
は
地
域
間
格
差
是
正
の
機
能
が
あ
り
、
東
京
圏
と
地
方
の
格
差
が
問
題
と
な
る
中
で
、
そ
の
役
割

は
今
後
一
層
大
き
く
な
る
。

 

3
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
は
概
ね
適
正
と
考
え
ら
れ
る
水
準
に
あ
り
、
今
後
も
現
在
の
状
況
を
維
持
で
き
る
程
度
に
公
共
投
資
を
継
続
す

べ
き
で
あ
る
。

 

4
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
ま
だ
十
分
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
財
政
状
況
や
人
口
減
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
公
共
投
資
の
整
理
削
減
は

避
け
ら
れ
な
い
。

 

5
 
今
日
の
日
本
で
は
公
共
投
資
の
必
要
性
は
低
下
し
て
お
り
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
更
新
投
資
等
、
必
要
最
小
限
に
止

め
る
必
要
が
あ
る
。

 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 D
0
2
 
公
共
投
資
を
景
気
調
整
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
以
下
か
ら
選
ん
で
下

さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
公
共
投
資
（
財
政
支
出
）
は
最
も
確
実
な
景
気
刺
激
策
で
あ
り
、
必
要
な
状
況
で
は
、
景
気
調
整
策
の
主
力
と
し
て
活
用
す
べ
き

で
あ
る
。

 

2
 
公
共
投
資
は
有
力
な
景
気
調
整
策
の
一
つ
だ
が
、
金
融
政
策
や
租
税
政
策
等
、
他
に
も
有
効
な
政
策
は
あ
る
の
で
、
役
割
分
担

を
考
え
て
活
用
す
べ
き
。

 

3
 
公
共
投
資
は
有
力
な
景
気
調
整
手
段
だ
が
、
財
政
赤
字
の
深
刻
な
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
緊
急
避
難
的
活
用
に
止
め
る
べ
き
で

あ
る
。

 

4
 
公
共
投
資
の
裁
量
的
操
作
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
の
で
、
景
気
調
整
に

用
い
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 

D
．
公
共
投
資
（
財
政
政
策
）
に
係
る
認
識

 

 今
日
の
日
本
に
お
け
る
公
共
投
資
、
及
び
そ
れ
が
マ
ク
ロ
経
済
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

 

   D
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今
日
の
日
本
に
お
け
る
公
共
投
資
及
び
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
以
下
か
ら

選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
（
欧
米
に
比
べ
）
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
水
準
に
あ
り
、
そ
の
一
層
の
整
備
の
た
め
に
公
共
投
資

を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

 

2
 
我
が
国
に
お
け
る
公
共
投
資
に
は
地
域
間
格
差
是
正
の
機
能
が
あ
り
、
東
京
圏
と
地
方
の
格
差
が
問
題
と
な
る
中
で
、
そ
の
役
割

は
今
後
一
層
大
き
く
な
る
。

 

3
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
は
概
ね
適
正
と
考
え
ら
れ
る
水
準
に
あ
り
、
今
後
も
現
在
の
状
況
を
維
持
で
き
る
程
度
に
公
共
投
資
を
継
続
す

べ
き
で
あ
る
。

 

4
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
ま
だ
十
分
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
財
政
状
況
や
人
口
減
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
公
共
投
資
の
整
理
削
減
は

避
け
ら
れ
な
い
。

 

5
 
今
日
の
日
本
で
は
公
共
投
資
の
必
要
性
は
低
下
し
て
お
り
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
更
新
投
資
等
、
必
要
最
小
限
に
止

め
る
必
要
が
あ
る
。

 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
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7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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0
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公
共
投
資
を
景
気
調
整
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
以
下
か
ら
選
ん
で
下

さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
公
共
投
資
（
財
政
支
出
）
は
最
も
確
実
な
景
気
刺
激
策
で
あ
り
、
必
要
な
状
況
で
は
、
景
気
調
整
策
の
主
力
と
し
て
活
用
す
べ
き

で
あ
る
。

 

2
 
公
共
投
資
は
有
力
な
景
気
調
整
策
の
一
つ
だ
が
、
金
融
政
策
や
租
税
政
策
等
、
他
に
も
有
効
な
政
策
は
あ
る
の
で
、
役
割
分
担

を
考
え
て
活
用
す
べ
き
。

 

3
 
公
共
投
資
は
有
力
な
景
気
調
整
手
段
だ
が
、
財
政
赤
字
の
深
刻
な
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
緊
急
避
難
的
活
用
に
止
め
る
べ
き
で

あ
る
。

 

4
 
公
共
投
資
の
裁
量
的
操
作
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
の
で
、
景
気
調
整
に

用
い
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

 

5
 
そ
の
他
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具
体
的
に
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6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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共
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資
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策
）
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○
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日
本
の
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整
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欧
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に
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べ
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ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
水
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に
あ
り
、
そ
の
一
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の
整
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た
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に
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投
資

を
拡
充
す
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き
で
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る
。

 

2
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が
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に
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る
公
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投
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に
は
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間
格
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是
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の
機
能
が
あ
り
、
東
京
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と
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方
の
格
差
が
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と
な
る
中
で
、
そ
の
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は
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後
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と
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る
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に
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、
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の
状
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に
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。
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だ
十
分
と
は
言
い
難
い
水
準
に
あ
り
、
そ
の
一
層
の
整
備
の
た
め
に
公
共
投
資

を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
。

 

2
 
我
が
国
に
お
け
る
公
共
投
資
に
は
地
域
間
格
差
是
正
の
機
能
が
あ
り
、
東
京
圏
と
地
方
の
格
差
が
問
題
と
な
る
中
で
、
そ
の
役
割

は
今
後
一
層
大
き
く
な
る
。

 

3
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
は
概
ね
適
正
と
考
え
ら
れ
る
水
準
に
あ
り
、
今
後
も
現
在
の
状
況
を
維
持
で
き
る
程
度
に
公
共
投
資
を
継
続
す

べ
き
で
あ
る
。

 

4
 
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
ま
だ
十
分
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
財
政
状
況
や
人
口
減
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
公
共
投
資
の
整
理
削
減
は

避
け
ら
れ
な
い
。

 

5
 
今
日
の
日
本
で
は
公
共
投
資
の
必
要
性
は
低
下
し
て
お
り
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
更
新
投
資
等
、
必
要
最
小
限
に
止

め
る
必
要
が
あ
る
。

 

6
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

7
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 D
0
2
 
公
共
投
資
を
景
気
調
整
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
以
下
か
ら
選
ん
で
下

さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
公
共
投
資
（
財
政
支
出
）
は
最
も
確
実
な
景
気
刺
激
策
で
あ
り
、
必
要
な
状
況
で
は
、
景
気
調
整
策
の
主
力
と
し
て
活
用
す
べ
き

で
あ
る
。

 

2
 
公
共
投
資
は
有
力
な
景
気
調
整
策
の
一
つ
だ
が
、
金
融
政
策
や
租
税
政
策
等
、
他
に
も
有
効
な
政
策
は
あ
る
の
で
、
役
割
分
担

を
考
え
て
活
用
す
べ
き
。

 

3
 
公
共
投
資
は
有
力
な
景
気
調
整
手
段
だ
が
、
財
政
赤
字
の
深
刻
な
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
緊
急
避
難
的
活
用
に
止
め
る
べ
き
で

あ
る
。

 

4
 
公
共
投
資
の
裁
量
的
操
作
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
の
で
、
景
気
調
整
に

用
い
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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D
0
3
 
公
共
投
資
の
拡
大
は
、
そ
れ
を
受
注
し
た
企
業
の
売
上
・
利
益
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
取
引
先
や
従
業
員
の
賃

金
・
所
得
、
更
に
廻
り
回
っ
て
（
公
共
投
資
と
直
接
関
係
の
な
い
分
野
を
含
む
）
経
済
全
般
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
公
共
投
資
が
経
済
に
与
え
る
影
響
に
関
連
し
て
、
あ
な
た
ご
自
身
の
所
得
や
消
費
は
公
共
投
資
の
拡
大
か
ら
ど
の
よ
う
に
影
響

を
受
け
る
と
お
考
え
で
す
か
。
所
得
（
賃
金
）
、
消
費
支
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
選
択
は
そ
れ
ぞ
れ

1

つ
）
 
な
お
、
回
答
頂
き
ま
す
影
響
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
概
ね
、
公
共
投
資
拡
大
か
ら

1
年
程
度
の
期
間
で
の
影
響
を
お
考
え
下

さ
い
。

 

 D
0
3
-
1
あ
な
た
ご
自
身
の
所
得
（
賃
金
）
へ
の
影
響

 

1
.あ
る
程
度
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
2
.僅
か
だ
が
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 

3
. 
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
4
.僅
か
だ
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 

5
. 
あ
る
程
度
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 
 
6
. 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 D
0
3
-
2
あ
な
た
ご
自
身
の
消
費
支
出
へ
の
影
響

 

1
.あ
る
程
度
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
2
.僅
か
だ
が
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 

3
. 
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
4
.僅
か
だ
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 

5
. 
あ
る
程
度
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
。

 
 
6
. 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 D
0
4
 
問

D
0
3
で
ご
回
答
頂
い
た
ご
自
身
へ
の
影
響
や
、
他
の
方
に
与
え
る
影
響
も
考
慮
頂
い
た
上
で
、
公
共
投
資
を
景
気
対
策
で

用
い
る
場
合
の
効
果
（
日
本
経
済
に
与
え
る
影
響
）
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

 

今
日
の
日
本
経
済
に
お
い
て
、

(景
気
減
速

/
低
迷
時
の

)公
共
投
資
の
拡
大
が
日
本
経
済
（
の
活
動
規
模
）
を
拡
大
さ
せ
る
効
果

の
大
き
さ
は
、
公
共
投
資
規
模
の
だ
い
た
い
何
倍
位
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。
（
例
え
ば
、

5
兆
円
規
模
の
公
共
事
業
で
日
本
の
総
生

産
（
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が

7
．

5
兆
円
拡
大
す
る
と
考
え
る
場
合
の
倍
数
は

1
．

5
（
＝

7
.5

÷
5
.0
）
で
す
。
）
 

だ
い
た
い
こ
れ
位
で
は
な
い
か
と
あ
な
た
が
お
考
え
に
な
る
（
頭
に
浮
か
ん
だ
）
倍
数
の
収
ま
る
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 

よ
く
わ
か
ら
な
い
（
見
当
が
つ
か
な
い
）
と
い
う
場
合
に
は
、
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
を
選
ん
で
下
さ
い
。
な
お
、
公
共
投
資
に
要
す
る
資

金
は
国
債
（
国
の
借
金
）
の
発
行
で
調
達
す
る
も
の
と
し
、
金
融
政
策
に
つ
い
て
は
、
短
期
利
子
率
を
一
定
に
保
つ
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

 

 あ
な
た
の
考
え

 

1
 
 
-
1
以
下

 
 
 
 
 
 
2
 
 
-
1
.0
～

-
0
.5

 
 
 
 
 
3
 
 
 
-
0
.5
～

-
0
.1

 
 
 
 
4
 
 
-
0
.1
～

0
.1

 

5
 
 
0
.1
～

0
.3

 
 
 
 
 
6
 
 
0
.3
～

0
.5

 
 
 
 
 
 
 
7
 
 
0
.5
～

0
.7

 
 
 
 
 
 
 
8
 
 
0
.7
～

0
.9

 

                 D
0
3
 
公
共
投
資
を
景
気
調
整
策
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
（
認
識
）
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

今
日
の
日
本
経
済
に
お
い
て
、

(景
気
減
速

/
低
迷
時
に

)公
共
投
資
が
実
質

G
D

P
を
拡
大
さ
せ
る
効
果
の
大
き
さ
（
い
わ
ゆ
る
、
公

共
投
資
の
乗
数
効
果
）
は
、
公
共
投
資
規
模
の
だ
い
た
い
何
倍
位
で
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
（
例
え
ば
、

5
兆
円
規
模
の
公
共
事
業

で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

2
．

5
兆
円
拡
大
す
る
と
考
え
る
場
合
の
倍
数
は
０
．

5
（
＝

2
.5

÷
5
.0
）
倍
で
す
）
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
な
る
（
頭
に
浮
か

ん
だ
）
倍
数
を
数
直
線
上
の
チ
ェ
ッ
ク
（
✓
）
で
ご
回
答
下
さ
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
右
端
の
□
欄
の
チ
ェ
ッ
ク
☑
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

 
 
な
お
、
回
答
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
投
資
拡
大
後

1
年
程
度
の
期
間
で
の
効
果
を
考
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
拡
大
の
中

身
は
現
状
の
公
共
投
資
の
構
成
と
概
ね
同
様
で
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
国
債
発
行
で
行
い
、
金
融
政
策
に
つ
い
て
は
、
公
共
投
資
が
短

期
利
子
率
の
上
昇
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
運
営
が
な
さ
れ
る
と
の
想
定
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 

 

記
入
例
（
公
共
投
資
規
模
（
金
額
）
の

倍
の
効
果
が
日
本
経
済
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
お
考
え
の
場
合
）

✓

民
間
需
要
に
負
の
波
及
効
果

民
間
需
要
に
正
の
波
及
効
果

1
.5

効
果
大

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
-0

.5
0

0.
5

3
3.
5

4
1

1.
5

2
2.
5

効
果
小

記
入
例
（
公
共
投
資
規
模
（
金
額
）
の

倍
の
効
果
が
日
本
経
済
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
お
考
え
の
場
合
）

✓

回
答
欄
：
あ
な
た
の
考
え
る
公
共
投
資
乗
数

民
間
需
要
に
負
の
波
及
効
果

民
間
需
要
に
正
の
波
及
効
果

0
.5

効
果
大

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
-0

.5
0

0.
5

3
3.
5

4
1

1.
5

2
2.
5

効
果
小

3.
5

効
果
小

2
2.
5

3
4

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
-0

.5
0

0.
5

1
1.
5

効
果
大
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9
 
 
0
.9
～

1
1
 
 
 
 
 
1
0
 
 
1
.1
～

1
3
 
 
 
 
 
 
 
1
1
 
 
1
.3
～

1
.5

 
 
 
 
 
 
1
2
 
 
1
.5
～

1
.7

 

1
3
 
 
1
.7
～

1
.9

 
 
 
 
1
4
 
 
1
.9
～

2
.1

 
 
 
 
 
 
1
5
 
 
2
.1
～

2
.3

 
 
 
 
 
 
1
6
 
 
2
.3
～

2
.5

 

1
7
 
 
2
.5
～

2
.7

 
 
 
 
1
8
 
 
2
.7
～

2
.9

 
 
 
 
 
 
1
9
 
 
2
.9
～

3
.1

 
 
 
 
 
 
2
0
 
 
3
.1
～

3
.3

 
 
 
 
 

2
1
 
 
3
.3
～

3
.5

 
 
 
 
2
2
 
 
3
.5
～

3
.7

 
 
 
 
 
 
2
3
 
 
3
.7
～

4
.0

 
 
 
 
 
 
2
4
 
 
4
.0
以
上

 

2
5
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

           D
0
5
 
問

D
0
4
で
回
答
い
た
だ
い
た
倍
数
（
経
済
学
で
は
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
は
、
（
例
え
ば
、

1
9
8
0
年
代
末

の
バ
ブ
ル
期
以
前
の
）
昔
と
今
日
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答

下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
公
共
投
資
が
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
拡
大
し
て
お
り
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
う
。

 

2
公
共
投
資
が
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
効
果
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
は
概
ね
一
定
で
推
移
し
て
い

る
と
思
う
。

 

3
公
共
投
資
が
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
低
下
し
て
お
り
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
は
縮
小
し
て
い
る
と
思
う
。

 

4
公
共
投
資
は
、
近
年
、
民
間
需
要
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
投
資
額
の
増
大
は
経
済
を
縮
小
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
し
て
し

ま
っ
た
と
思
う
。

 

5
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

       

      D
0
4
上
記
問

D
0
3
で
回
答
頂
い
た
あ
な
た
自
身
が
お
考
え
の
公
共
投
資
乗
数
（
倍
数
）
の
大
き
さ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
あ
な

た
は
そ
の
倍
数
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
幅
を
も
っ
て
解
す
べ
き
も
の
と
お
考
え
で
す
か
。
例
え
ば
、

9
0
％
の
信
頼
区
間
を
イ
メ
ー
ジ

し
つ
つ
、
だ
い
た
い
の
感
覚
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た
の
感
覚
に
一
番
近
い
と
思
う
選
択
肢
で
回
答
願
い
ま
す
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

0
.1
程
度

 

2
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

0
.2

5
程
度

 

3
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

0
.5
程
度

 

4
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

1
0
程
度

 

5
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

2
.0
程
度

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 D
0
5
 
同
じ
く
問

0
3
で
回
答
頂
い
た
日
本
に
お
け
る
公
共
投
資
の
乗
数
効
果
は
、
（
例
え
ば
、

8
0
年
代
末
の
バ
ブ
ル
期
以
前
の
）
昔
と

今
日
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
と
お
考
え
で
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

 

1
 
 
公
共
投
資
が
民
間
経
済
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
拡
大
し
て
お
り
、
乗
数
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

 

2
 
 
公
共
投
資
の
民
間
経
済
を
刺
激
す
る
効
果
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
乗
数
は
概
ね
一
定
で
推
移
し
て
い
る
と
思
う
。

 

3
 
公
共
投
資
の
民
間
経
済
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
低
下
し
て
お
り
、
乗
数
は
縮
小
し
て
い
る
と
思
う
。

 

4
 
公
共
投
資
は
近
年
民
間
需
要
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
投
資
額
の
増
大
は
経
済
を
縮
小
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
し
て
し
ま

っ
た
と
思
う
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

   D
0
6
 
上
記
問

D
0
5
で
、
公
共
投
資
乗
数
の
歴
史
的
な
変
化
を
意
味
す
る
選
択
肢
（
選
択
肢

2
,5
以
外

)を
選
択
さ
れ
た
方
に
お
尋
ね

し
ま
す
（
選
択
肢

2
,5
を
選
択
さ
れ
た
方
は
、
問

0
8
に
お
進
み
く
だ
さ
い
）
。
あ
な
た
は
、
そ
う
し
た
変
化
が
生
じ
る
以
前
（
具
体
的
に

は
、

1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら

8
0
年
代
頃
の
イ
メ
ー
ジ
）
の
日
本
で
は
、
乗
数
は
ど
れ
位
だ
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

 
 
 
 
2
 
お
お
む
ね
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

 
 
 
3
 
０
～
０
．

5
位
だ
っ
た
。

 
 

4
 
０
．

5
～

1
位
だ
っ
た
。

 
 
5
 1
～

1
．

5
位
だ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
6
 1
．

5
～

2
位
だ
っ
た
。

 

7
 2
～

3
位
だ
っ
た
。

 
 
 
 
 
8
 3
～

5
位
だ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
9
 5
よ
り
大
き
か
っ
た
。

 
 

 
 
1
0
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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9
 
 
0
.9
～

1
1
 
 
 
 
 
1
0
 
 
1
.1
～

1
3
 
 
 
 
 
 
 
1
1
 
 
1
.3
～

1
.5

 
 
 
 
 
 
1
2
 
 
1
.5
～

1
.7

 

1
3
 
 
1
.7
～

1
.9

 
 
 
 
1
4
 
 
1
.9
～

2
.1

 
 
 
 
 
 
1
5
 
 
2
.1
～

2
.3

 
 
 
 
 
 
1
6
 
 
2
.3
～

2
.5

 

1
7
 
 
2
.5
～

2
.7

 
 
 
 
1
8
 
 
2
.7
～

2
.9

 
 
 
 
 
 
1
9
 
 
2
.9
～

3
.1

 
 
 
 
 
 
2
0
 
 
3
.1
～

3
.3

 
 
 
 
 

2
1
 
 
3
.3
～

3
.5

 
 
 
 
2
2
 
 
3
.5
～

3
.7

 
 
 
 
 
 
2
3
 
 
3
.7
～

4
.0

 
 
 
 
 
 
2
4
 
 
4
.0
以
上

 

2
5
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

           D
0
5
 
問

D
0
4
で
回
答
い
た
だ
い
た
倍
数
（
経
済
学
で
は
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
は
、
（
例
え
ば
、

1
9
8
0
年
代
末

の
バ
ブ
ル
期
以
前
の
）
昔
と
今
日
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答

下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
公
共
投
資
が
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
拡
大
し
て
お
り
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

思
う
。

 

2
公
共
投
資
が
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
効
果
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
は
概
ね
一
定
で
推
移
し
て
い

る
と
思
う
。

 

3
公
共
投
資
が
民
間
の
経
済
活
動
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
低
下
し
て
お
り
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
は
縮
小
し
て
い
る
と
思
う
。

 

4
公
共
投
資
は
、
近
年
、
民
間
需
要
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
投
資
額
の
増
大
は
経
済
を
縮
小
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
し
て
し

ま
っ
た
と
思
う
。

 

5
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

       

      D
0
4
上
記
問

D
0
3
で
回
答
頂
い
た
あ
な
た
自
身
が
お
考
え
の
公
共
投
資
乗
数
（
倍
数
）
の
大
き
さ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
あ
な

た
は
そ
の
倍
数
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
幅
を
も
っ
て
解
す
べ
き
も
の
と
お
考
え
で
す
か
。
例
え
ば
、

9
0
％
の
信
頼
区
間
を
イ
メ
ー
ジ

し
つ
つ
、
だ
い
た
い
の
感
覚
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た
の
感
覚
に
一
番
近
い
と
思
う
選
択
肢
で
回
答
願
い
ま
す
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

0
.1
程
度

 

2
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

0
.2

5
程
度

 

3
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

0
.5
程
度

 

4
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

1
0
程
度

 

5
 
信
頼
区
間
は
推
定
値
（
問

D
0
3
 
の
回
答
）
±

2
.0
程
度

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 D
0
5
 
同
じ
く
問

0
3
で
回
答
頂
い
た
日
本
に
お
け
る
公
共
投
資
の
乗
数
効
果
は
、
（
例
え
ば
、

8
0
年
代
末
の
バ
ブ
ル
期
以
前
の
）
昔
と

今
日
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
と
お
考
え
で
す
か
。
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

 

1
 
 
公
共
投
資
が
民
間
経
済
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
拡
大
し
て
お
り
、
乗
数
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

 

2
 
 
公
共
投
資
の
民
間
経
済
を
刺
激
す
る
効
果
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
乗
数
は
概
ね
一
定
で
推
移
し
て
い
る
と
思
う
。

 

3
 
公
共
投
資
の
民
間
経
済
を
刺
激
す
る
効
果
は
近
年
低
下
し
て
お
り
、
乗
数
は
縮
小
し
て
い
る
と
思
う
。

 

4
 
公
共
投
資
は
近
年
民
間
需
要
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
投
資
額
の
増
大
は
経
済
を
縮
小
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
し
て
し
ま

っ
た
と
思
う
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

   D
0
6
 
上
記
問

D
0
5
で
、
公
共
投
資
乗
数
の
歴
史
的
な
変
化
を
意
味
す
る
選
択
肢
（
選
択
肢

2
,5
以
外

)を
選
択
さ
れ
た
方
に
お
尋
ね

し
ま
す
（
選
択
肢

2
,5
を
選
択
さ
れ
た
方
は
、
問

0
8
に
お
進
み
く
だ
さ
い
）
。
あ
な
た
は
、
そ
う
し
た
変
化
が
生
じ
る
以
前
（
具
体
的
に

は
、

1
9
7
0
年
代
後
半
か
ら

8
0
年
代
頃
の
イ
メ
ー
ジ
）
の
日
本
で
は
、
乗
数
は
ど
れ
位
だ
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

 
 
 
 
2
 
お
お
む
ね
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

 
 
 
3
 
０
～
０
．

5
位
だ
っ
た
。

 
 

4
 
０
．

5
～

1
位
だ
っ
た
。

 
 
5
 1
～

1
．

5
位
だ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
6
 1
．

5
～

2
位
だ
っ
た
。

 

7
 2
～

3
位
だ
っ
た
。

 
 
 
 
 
8
 3
～

5
位
だ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
9
 5
よ
り
大
き
か
っ
た
。

 
 

 
 
1
0
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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                      D
0
4
-
2
 
あ
な
た
は
、
上
記
問

D
0
4
で
お
尋
ね
し
た
よ
う
な
、
国
債
を
財
源
と
す
る
公
共
投
資
の
拡
大
が
、
国
の
財
政
状
況
（
国
の
債

務
残
高
）
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
（
○
は

1

つ
）
 

1
今
日
の
日
本
で
は
、
公
共
投
資
拡
大
は
経
済
に
負
の
効
果
を
持
つ
た
め
、
国
の
債
務
は
公
共
投
資
の
増
加
額
（
当
初
の
国
債
発

行
額
）
以
上
に
拡
大
す
る
と
思
う
。

 

2
公
共
投
資
を
国
債
発
行
で
賄
う
の
だ
か
ら
、
国
の
債
務
は
公
共
投
資
の
増
加
額
（
当
初
の
国
債
発
行
額
）
分
だ
け
拡
大
す
る
と
思

う
。

 

3
国
債
発
行
で
国
の
債
務
は
増
加
す
る
が
、
公
共
投
資
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
り
一
定
の
税
収
増
も
見
込
め
る
た
め
、
当
初
の
国
債

発
行
額
程
に
は
悪
化
し
な
い
と
思
う
。

 

4
当
初
の
国
債
発
行
は
、
公
共
投
資
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
る
税
収
増
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
国
の
財
政
状
況
が
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

 

5
公
共
投
資
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
り
、
経
済
が
拡
大
し
大
幅
な
税
収
増
が
見
込
め
る
た
め
、
国
の
財
政
状
況
は
む
し
ろ
改
善
す
る

D
0
7
 
上
記
問

D
0
5
で

3
、

4
を
選
択
さ
れ
た
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
（
該
当
さ
れ
な
い
方
は
問

D
0
8
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
）
。
あ
な
た
が

そ
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
要
因
を
考
慮
さ
れ
ま
し
た
か
、
あ
て
は
ま
る
と
思
う
も
の
を
全
て
選
ん
で
く
だ
さ

い
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
公
共
投
資
に
よ
り
資
金
市
場
等
が
ひ
っ
迫
し
、
民
間
需
要
が
ク
ラ
ウ
ド
ア
ウ
ト
さ
れ
る
可
能
性
。

 

2
日
本
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
、
公
共
投
資
が
円
高
要
因
と
な
る
等
で
、
輸
出
減
・
輸
入
増
の
形
で
需
要
が
海
外
に
漏
出
し

易
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
。

 

3
日
本
経
済
の
成
熟
化
に
よ
り
、
公
共
投
資
で
拡
充
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
が
日
本
経
済
の
成
長
・
拡
大
に
寄
与
す
る
度
合
い
が
低
下
し
て

い
る
可
能
性
。

 

4
 
財
政
危
機
の
下
で
、
公
共
投
資
を
含
む
公
的
支
出
の
拡
大
が
増
税
（
将
来
負
担
増
）
の
予
想
に
つ
な
が
り
、
民
間
需
要
が
抑
制
さ

れ
て
い
る
可
能
性
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

 D
0
8
 
問

D
0
3
で
は
、
公
共
投
資
を
拡
大
し
た
場
合
に
実
質

G
D

P
に
与
え
る
乗
数
効
果
を
、
概
ね

1
年
程
度
の
期
間
で
の
効
果
と
し

て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
同
様
の
（
1
単
位
の
）
支
出
の
拡
大
を
何
か
年
か
（
例
え
ば
、

5
年
程
度
）
に
亘
り
継
続
し
て
行
っ
た
場
合
、
実
質

G
D

P
に
与
え
る
影
響
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
乗
数
は
年
数
の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
大
き
く
な
る
と
考
え
る
。

 

2
 
乗
数
は
一
定
で
あ
り
、
政
策
発
動
後
の
経
過
年
数
に
は
依
存
し
な
い
。

 

3
 
乗
数
は
年
数
の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
小
さ
く
な
る
が
、
正
で
あ
り
続
け
る
。

 

4
 
乗
数
は
年
数
の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
０
に
収
れ
ん
し
て
い
く
。

 

5
 
乗
数
は
年
数
の
経
過
と
と
も
に
小
さ
く
な
り
、
や
が
て
負
に
転
じ
る
。

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
（
経
済
環
境
に
依
存
す
る
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
も
含
む
）
。

 

 D
0
9
 
あ
な
た
は
、
上
記
問

D
0
3
で
お
尋
ね
し
た
よ
う
な
、
国
債
を
財
源
と
す
る
公
共
投
資
の
拡
大
が
、
国
の
財
政
状
況
（
国
の
債
務

残
高
）
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
い
選
択
肢
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
今
日
の
日
本
で
は
、
公
共
投
資
拡
大
は
経
済
に
負
の
効
果
を
持
つ
た
め
、
国
の
債
務
は
公
共
投
資
の
増
加
額
（
当
初
の
国
債
発

行
額
）
以
上
に
拡
大
す
る
と
思
う
。

 

2
公
共
投
資
を
国
債
発
行
で
賄
う
の
だ
か
ら
、
国
の
債
務
は
公
共
投
資
の
増
加
額
（
当
初
の
国
債
発
行
額
）
分
だ
け
拡
大
す
る
と
思

う
。

 

3
国
債
発
行
で
国
の
債
務
は
増
加
す
る
が
、
公
共
投
資
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
り
一
定
の
税
収
増
も
見
込
め
る
た
め
、
当
初
の
国
債

発
行
額
程
に
は
悪
化
し
な
い
と
思
う
。

 

4
当
初
の
国
債
発
行
は
、
公
共
投
資
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
る
税
収
増
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
国
の
財
政
状
況
が
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

 

5
公
共
投
資
の
景
気
刺
激
効
果
に
よ
り
、
経
済
が
拡
大
し
大
幅
な
税
収
増
が
見
込
め
る
た
め
、
国
の
財
政
状
況
は
む
し
ろ
改
善
す
る

（
黒
字
方
向
に
変
化
す
る
）
と
思
う
。
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（
黒
字
方
向
に
変
化
す
る
）
と
思
う
。

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

                          D
0
6
 
あ
な
た
は
こ
の
調
査
に
ご
回
答
頂
く
以
前
か
ら
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
一
度
で
も
、
「
乗
数
」
に
関
す
る
新
聞
・
雑
誌
記
事
等
を
目
に
さ
れ
た
経
験
が
お
あ
り
で
す
か
。
該
当
す
る
選
択
肢
を
選
ん

で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
中
身
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

 

3
一
応
、
知
っ
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
あ
る
程
度
関
心
が
あ
り
、
記
事
等
で
も
目
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 

5
.自
分
の
専
門
分
野
の
概
念
で
あ
り
、
よ
く
知
っ
て
い
た
。

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  D
1
0
次
に
、
「
日
本
の
平
均
的
な
経
済
学
者
／
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
公
共
投
資
乗
数
に
つ
い
て
こ
れ
位
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

あ
な
た
が
想
像
す
る
倍
数
を
、
問

D
0
3
で
あ
な
た
自
身
の
見
方
に
つ
い
て
お
答
え
頂
い
た
回
答
と
同
じ
様
式
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 

      

 

 D
1
1
あ
な
た
は
、
日
本
の
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
考
え
る
公
共
投
資
乗
数
の
大
き
さ
は
、
だ
い
た
い
ど
れ
位
の
範
囲
に
収
ま
っ

て
い
る
と
お
考
え
で
す
か
（
想
像
さ
れ
ま
す
か
）
。
（
両
端
の

5
％
ず
つ
を
除
い
た
）
概
ね

9
０
％
の
経
済
学
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
回
答
が

そ
こ
に
収
ま
る
と
考
え
る
区
間
の
下
限
と
上
限
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
だ
い
た
い
の
数
値
で
ご
回
答
下
さ
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
右

端
の
□
欄
の
チ
ェ
ッ
ク
☑
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

  

 

 D
1
2
 
「
あ
な
た
の
考
え
る
公
共
投
資
乗
数
（
問

D
0
3
）
」
と
、
「
『
平
均
的
経
済
学
者
／
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
考
え
る
で
あ
ろ
う
』
と
あ
な
た
が
考

え
る
公
共
投
資
乗
数
（
問

D
1
0
）
」
に
つ
い
て
、
異
な
る
倍
数
で
お
答
え
に
な
っ
た
方
へ
の
質
問
で
す
（
該
当
し
な
い
場
合
は
問

D
1
3

へ
）
。
「
あ
な
た
の
見
方
」
と
「
平
均
的
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
方
」
の
相
違
を
生
み
出
す
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。
簡
潔
に
ご
回
答
（
記

述
）
下
さ
い
。

 

（
記
入
例
：
 
平
均
的
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
公
共
投
資
が
地
域
間
格
差
を
是
正
し
、
地
方
経
済
に
与
え
る
活
力
を
十
分
評
価
し
て
い
な

い
と
思
う
か
ら
。
）
 

 D
1
3
 
あ
な
た
は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
（
調
査
・
研
究
・
教
育
等
の
経
験
）
の
中
で
、
公
共
投
資
の
乗
数
（
の
大
き
さ
）
に
関
心
を
持
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
乗
数
」
と
の
か
か
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
選
択
肢
か
ら
該
当
す
る
番
号
を
選

ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

 
 
 
2
 
 
関
心
は
あ
っ
た
が
、
研
究
や
推
定
結
果
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。

 

3
 
 
関
心
が
あ
り
、
他
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
・
推
定
結
果
を
見
た
こ
と
も
あ
る
。

 

4
 
 
関
心
が
あ
り
、
自
身
で
分
析
し
た
／
論
文
・
記
事
等
を
執
筆
し
た
経
験
も
あ
る
。

 

記
入
例
（
日
本
の
平
均
的
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が

程
度
の
公
共
投
資
乗
数
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
る
場
合
）

✓

回
答
欄
：
日
本
の
平
均
的
な
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
念
頭
に
あ
る
と
あ
な
た
が
考
え
る
公
共
投
資
乗
数

効
果
小

　
効
果
大

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
4

3
3.
5

0
.5

民
間
需
要
に
負
の
波
及
効
果

民
間
需
要
に
正
の
波
及
効
果

　
効
果
大

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
-0

.5
2

効
果
小

2
2.
5

-0
.5

0
0.
5

1

0
0.
5

1
1.
5

1.
5

2.
5

3
3.
5

4

下
限
値

上
限
値

下
限
値

上
限
値

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

記
入
例

あ
な
た
の
回
答

-0
.5
～

2.
0

～
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（
黒
字
方
向
に
変
化
す
る
）
と
思
う
。

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

                          D
0
6
 
あ
な
た
は
こ
の
調
査
に
ご
回
答
頂
く
以
前
か
ら
、
公
共
投
資
の
「
乗
数
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
一
度
で
も
、
「
乗
数
」
に
関
す
る
新
聞
・
雑
誌
記
事
等
を
目
に
さ
れ
た
経
験
が
お
あ
り
で
す
か
。
該
当
す
る
選
択
肢
を
選
ん

で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
中
身
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

 

3
一
応
、
知
っ
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
4
 
あ
る
程
度
関
心
が
あ
り
、
記
事
等
で
も
目
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 

5
.自
分
の
専
門
分
野
の
概
念
で
あ
り
、
よ
く
知
っ
て
い
た
。

 

6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  D
1
0
次
に
、
「
日
本
の
平
均
的
な
経
済
学
者
／
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
公
共
投
資
乗
数
に
つ
い
て
こ
れ
位
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

あ
な
た
が
想
像
す
る
倍
数
を
、
問

D
0
3
で
あ
な
た
自
身
の
見
方
に
つ
い
て
お
答
え
頂
い
た
回
答
と
同
じ
様
式
で
ご
回
答
下
さ
い
。

 

      

 

 D
1
1
あ
な
た
は
、
日
本
の
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
考
え
る
公
共
投
資
乗
数
の
大
き
さ
は
、
だ
い
た
い
ど
れ
位
の
範
囲
に
収
ま
っ

て
い
る
と
お
考
え
で
す
か
（
想
像
さ
れ
ま
す
か
）
。
（
両
端
の

5
％
ず
つ
を
除
い
た
）
概
ね

9
０
％
の
経
済
学
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
回
答
が

そ
こ
に
収
ま
る
と
考
え
る
区
間
の
下
限
と
上
限
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
だ
い
た
い
の
数
値
で
ご
回
答
下
さ
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
右

端
の
□
欄
の
チ
ェ
ッ
ク
☑
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

  

 

 D
1
2
 
「
あ
な
た
の
考
え
る
公
共
投
資
乗
数
（
問

D
0
3
）
」
と
、
「
『
平
均
的
経
済
学
者
／
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
考
え
る
で
あ
ろ
う
』
と
あ
な
た
が
考

え
る
公
共
投
資
乗
数
（
問

D
1
0
）
」
に
つ
い
て
、
異
な
る
倍
数
で
お
答
え
に
な
っ
た
方
へ
の
質
問
で
す
（
該
当
し
な
い
場
合
は
問

D
1
3

へ
）
。
「
あ
な
た
の
見
方
」
と
「
平
均
的
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
方
」
の
相
違
を
生
み
出
す
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。
簡
潔
に
ご
回
答
（
記

述
）
下
さ
い
。

 

（
記
入
例
：
 
平
均
的
な
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
公
共
投
資
が
地
域
間
格
差
を
是
正
し
、
地
方
経
済
に
与
え
る
活
力
を
十
分
評
価
し
て
い
な

い
と
思
う
か
ら
。
）
 

 D
1
3
 
あ
な
た
は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
（
調
査
・
研
究
・
教
育
等
の
経
験
）
の
中
で
、
公
共
投
資
の
乗
数
（
の
大
き
さ
）
に
関
心
を
持
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
乗
数
」
と
の
か
か
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。
選
択
肢
か
ら
該
当
す
る
番
号
を
選

ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
関
心
を
持
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

 
 
 
2
 
 
関
心
は
あ
っ
た
が
、
研
究
や
推
定
結
果
を
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。

 

3
 
 
関
心
が
あ
り
、
他
の
研
究
者
に
よ
る
研
究
・
推
定
結
果
を
見
た
こ
と
も
あ
る
。

 

4
 
 
関
心
が
あ
り
、
自
身
で
分
析
し
た
／
論
文
・
記
事
等
を
執
筆
し
た
経
験
も
あ
る
。

 

記
入
例
（
日
本
の
平
均
的
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が

程
度
の
公
共
投
資
乗
数
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
考
え
る
場
合
）

✓

回
答
欄
：
日
本
の
平
均
的
な
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
念
頭
に
あ
る
と
あ
な
た
が
考
え
る
公
共
投
資
乗
数

効
果
小

　
効
果
大

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
4

3
3.
5

0
.5

民
間
需
要
に
負
の
波
及
効
果

民
間
需
要
に
正
の
波
及
効
果

　
効
果
大

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

-1
-0

.5
2

効
果
小

2
2.
5

-0
.5

0
0.
5

1

0
0.
5

1
1.
5

1.
5

2.
5

3
3.
5

4

下
限
値

上
限
値

下
限
値

上
限
値

　
よ
く
わ
か
ら
な
い

記
入
例

あ
な
た
の
回
答

-0
.5
～

2.
0

～
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   Ｅ
．
金
融
政
策
に
係
る
認
識

 

 日
本
銀
行
が
金
融
面
か
ら
行
う
経
済
政
策
を
「
金
融
政
策
」
と
呼
び
ま
す
。
金
融
政
策
は
、
経
済
の
持
続
的
成
長
や
物
価
の
安
定
を

目
標
に
、
ま
た
景
気
調
整
策
の
一
環
と
し
て
、
利
子
率
や
通
貨
供
給
（
資
金
供
給
量
）
を
操
作
す
る
こ
と
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
金
融
政
策
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

 

 E
0
1
 
あ
な
た
は
金
融
政
策
を
、
主
に
ど
ん
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
選
択
肢
で
ご
回
答
下

さ
い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
物
価
／
物
価
上
昇
率
の
安
定
。

 
 
 
 
2
 
完
全
雇
用
（
望
ま
な
い
失
業
が
な
い
状
態
）
の
達
成
。

 

3
 
一
国
経
済
の
持
続
的
成
長
。

  
 
 
 
 
4
 
資
産
価
格
の
安
定

/
資
産
バ
ブ
ル
の
回
避
。

 

5
 
金
融
シ
ス
テ
ム
（
金
融
取
引
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
仕
組
み
）
の
安
定
。

 
 

6
 
国
民
の
幸
福
の
最
大
化
。

 
 
 
 
 
 
 
 
7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
 
8
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 E
0
2
あ
な
た
は
今
日
の
日
本
の
よ
う
に
、
金
利
の
引
下
げ
余
地
が
な
い
ゼ
ロ
金
利
状
況
に
お
け
る
金
融
緩
和
策
の
景
気
刺
激
効
果

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
金
利
引
下
げ
の
余
地
が
な
く
と
も
、
資
金
供
給
量
を
拡
大
す
れ
ば
、
景
気
を
刺
激
す
る
効
果
が
あ
る
。

 

2
 
金
利
の
引
下
げ
の
余
地
が
な
い
ゼ
ロ
金
利
の
状
況
で
も
、
当
局
が
物
価
の
上
昇
ま
で
金
融
緩
和
を
続
け
る
と
表
明
す
る
こ
と
等
で

有
効
な
金
融
緩
和
が
行
え
る
。

 

3
 
ゼ
ロ
金
利
状
況
で
は
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
押
し
上
げ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
自
体
が
困
難
に
な
る
の
で
、
金
融
緩
和
で
景
気
を
刺
激
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

 

4
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  為
替
レ
ー
ト
動
向

 

 E
0
3
あ
な
た
は
現
時
点
で
の
日
本
円
の
対
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
は
概
ね
ど
れ
く
ら
い
の
水
準
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
当
て
は

ま
る
水
準
の
選
択
肢
を
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
 
1
ド
ル

7
5
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

7
5
円
以
上

9
0
円
未
満

 
 
 
 
 
3
 
 
1
ド
ル

9
0
円
以
上

1
1
0
円
未
満

 
 
 
 

4
 
 
1
ド
ル

1
1
0
円
以
上

1
2
5
円
未
満

 
 
 
5
 
 
1
ド
ル

1
2
5
円
以
上

1
5
0
円
未
満

 
 
 
6
 
 
1
ド
ル

1
5
0
円
以
上

1
8
0
円
未
満

 

7
 
 
1
ド
ル

1
8
0
円
以
上

2
1
0
円
未
満

 
 
 
8
 
 
1
ド
ル

2
1
0
円
以
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 

   Ｅ
．
金
融
政
策
に
係
る
認
識

 

 中
央
銀
行
が
行
う
金
融
政
策
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

 

   E
0
1
 
あ
な
た
は
金
融
政
策
を
、
ど
ん
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
選
択
肢
で
ご
回
答
下
さ

い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
物
価
／
物
価
上
昇
率
の
安
定
。

 
 
 
 
2
 
完
全
雇
用
（
望
ま
な
い
失
業
が
な
い
状
態
）
の
達
成
。

 

3
 
一
国
経
済
の
持
続
的
成
長
。

  
 
 
 
 
4
 
資
産
価
格
の
安
定

/
資
産
バ
ブ
ル
の
回
避
。

 

5
 
金
融
シ
ス
テ
ム
（
金
融
取
引
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
仕
組
み
）
の
安
定
。

 
 

6
 
国
民
の
幸
福
の
最
大
化
。

 
 
 
 
 
 
 
 
7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
 
8
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 E
0
2
あ
な
た
は
今
日
の
日
本
の
よ
う
に
、
金
利
の
引
下
げ
余
地
が
な
い
ゼ
ロ
金
利
状
況
に
お
け
る
金
融
緩
和
策
の
景
気
刺
激
効
果

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
選
択
肢
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
金
利
引
下
げ
の
余
地
が
な
く
と
も
、
資
金
供
給
量
を
拡
大
す
れ
ば
、
景
気
を
刺
激
す
る
効
果
が
あ
る
。

 

2
 
金
利
の
引
下
げ
の
余
地
が
な
い
ゼ
ロ
金
利
の
状
況
で
も
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
押
し
上
げ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
で
有
効
な
金

融
緩
和
が
行
え
る
。

 

3
 
ゼ
ロ
金
利
状
況
で
は
、
イ
ン
フ
レ
期
待
を
押
し
上
げ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
自
体
が
困
難
に
な
る
の
で
、
金
融
緩
和
で
景
気
を
刺
激
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

 

4
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  為
替
レ
ー
ト
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E
0
4
為
替
レ
ー
ト
変
動
が
一
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
円
安
の
場
合
を
例
に
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
円
安
に
は
、
日
本
企
業
の
輸
出
競
争
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
景
気
に
対
し
て
正
の
影
響
を
持
つ
。

 

2
 
円
安
は
、
企
業
に
日
本
国
内
へ
の
立
地
を
促
す
効
果
が
あ
り
、
雇
用
促
進
等
の
正
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

3
 
円
安
は
、
輸
入
品
の
価
格
が
上
が
る
等
、
日
本
の
消
費
者
の
購
買
力
を
損
な
う
（
海
外
に
流
出
さ
せ
る
）
面
が
あ
る
の
で
、
不
利
益

が
大
き
い
。

 

4
 
円
安
、
円
高
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
過
度
の
も
の
に
は
弊
害
が
あ
る
の
で
、
適
正
な
水
準
で
安
定
的
に
推
移
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 E
0
5
あ
な
た
は
現
在
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
望
ま
し
い
（
適
正
な
）
為
替
レ
ー
ト
（
円
ド
ル
レ
ー
ト
）
水
準
を
ど
れ
く
ら
い
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
 
1
ド
ル

7
5
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

7
5
円
以
上

9
0
円
未
満

 
 
 
 
 
3
 
 
1
ド
ル

9
0
円
以
上

1
1
0
円
未
満

 
 
 
 

4
 
 
1
ド
ル

1
1
0
円
以
上

1
2
5
円
未
満

 
 
 
5
 
 
1
ド
ル

1
2
5
円
以
上

1
5
0
円
未
満

 
 
 
6
 
 
1
ド
ル

1
5
0
円
以
上

1
8
0
円
未
満

 

7
 
 
1
ド
ル

1
8
0
円
以
上

2
1
0
円
未
満

 
 
 
8
 
 
1
ド
ル

2
1
0
円
以
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

           F
 
自
由
競
争
と
規
制
緩
和

 

 F
0
1
経
済
の
「
自
由
競
争
（
※
）
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
無
条
件
に
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

2
 
原
則
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

3
 
制
限
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

4
 
制
限
を
要
す
る
場
合
が
多
く
、
細
心
の
注
意
で
臨
む
べ
き
と
考
え
る
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

E
0
3
為
替
レ
ー
ト
変
動
が
一
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
円
安
の
場
合
を
例
に
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
円
安
に
は
、
日
本
企
業
の
輸
出
競
争
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
景
気
に
対
し
て
正
の
影
響
を
持
つ
。

 

2
 
円
安
は
、
企
業
に
日
本
国
内
へ
の
立
地
を
促
す
効
果
が
あ
り
、
雇
用
促
進
等
の
正
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

3
 
円
安
は
、
輸
入
品
の
価
格
が
上
が
る
等
、
日
本
の
消
費
者
の
購
買
力
を
損
な
う
（
海
外
に
流
出
さ
せ
る
）
面
が
あ
る
の
で
、
不
利
益

が
大
き
い
。

 

4
 
円
安
、
円
高
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
過
度
の
も
の
に
は
弊
害
が
あ
る
の
で
、
適
正
な
水
準
で
安
定
的
に
推
移
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 E
0
4
あ
な
た
は
現
在
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
望
ま
し
い
（
適
正
な
）
為
替
レ
ー
ト
（
円
ド
ル
レ
ー
ト
）
水
準
を
ど
れ
く
ら
い
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
1
ド
ル

7
5
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

7
5
円
以
上

9
0
円
未
満

 
 
 
 
 
3
 
 
1
ド
ル

9
0
円
以
上

1
1
0
円
未
満

 
 
 
 

4
 
 
1
ド
ル

1
1
0
円
以
上

1
2
5
円
未
満

 
 
 
5
 
 
1
ド
ル

1
2
5
円
以
上

1
5
0
円
未
満

 
 
 
6
 
 
1
ド
ル

1
5
0
円
以
上

1
8
0
円
未
満

 

7
 
 
1
ド
ル

1
8
0
円
以
上

2
1
0
円
未
満

 
 
 
8
 
 
1
ド
ル

2
1
0
円
以
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 E
0
5
今
後

1
0
年
程
度
の
期
間
で
考
え
る
と
き
、
円
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
は
ど
の
方
向
に
推
移
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
1
ド
ル

3
0
円
未
満
へ
（
円
高
方
向
）
。

 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

3
0
～

6
0
円
程
度
へ
。

 

3
 
 
1
ド
ル

6
0
～

9
0
円
程
度
へ
（
や
や
円
高
）
。

 
 
 
4
 
 
1
ド
ル

9
0
円
～

1
1
0
円
程
度
へ
（
概
ね
横
這
い
）
。

 

5
 1
ド
ル

1
1
0
円
～

1
4
0
円
程
度
へ
（
や
や
円
安
）
。

 
6
 
 
1
ド
ル

1
4
0
円
～

2
0
0
円
程
度
へ
。

 

7
 
 
1
ド
ル

2
0
0
円
～

3
0
0
円
へ
（
円
安
方
向
）
。

 
 
 
 
8
 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

9
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

   F
 
自
由
競
争
と
規
制
緩
和

 

 F
0
1
経
済
の
「
自
由
競
争
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
無
条
件
に
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

2
 
原
則
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

3
 
制
限
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

4
 
制
限
を
要
す
る
場
合
が
多
く
、
細
心
の
注
意
で
臨
む
べ
き
と
考
え
る
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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E
0
4
為
替
レ
ー
ト
変
動
が
一
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
円
安
の
場
合
を
例
に
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
円
安
に
は
、
日
本
企
業
の
輸
出
競
争
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
景
気
に
対
し
て
正
の
影
響
を
持
つ
。

 

2
 
円
安
は
、
企
業
に
日
本
国
内
へ
の
立
地
を
促
す
効
果
が
あ
り
、
雇
用
促
進
等
の
正
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

3
 
円
安
は
、
輸
入
品
の
価
格
が
上
が
る
等
、
日
本
の
消
費
者
の
購
買
力
を
損
な
う
（
海
外
に
流
出
さ
せ
る
）
面
が
あ
る
の
で
、
不
利
益

が
大
き
い
。

 

4
 
円
安
、
円
高
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
過
度
の
も
の
に
は
弊
害
が
あ
る
の
で
、
適
正
な
水
準
で
安
定
的
に
推
移
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 E
0
5
あ
な
た
は
現
在
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
望
ま
し
い
（
適
正
な
）
為
替
レ
ー
ト
（
円
ド
ル
レ
ー
ト
）
水
準
を
ど
れ
く
ら
い
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
 
 
1
ド
ル

7
5
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

7
5
円
以
上

9
0
円
未
満

 
 
 
 
 
3
 
 
1
ド
ル

9
0
円
以
上

1
1
0
円
未
満

 
 
 
 

4
 
 
1
ド
ル

1
1
0
円
以
上

1
2
5
円
未
満

 
 
 
5
 
 
1
ド
ル

1
2
5
円
以
上

1
5
0
円
未
満

 
 
 
6
 
 
1
ド
ル

1
5
0
円
以
上

1
8
0
円
未
満

 

7
 
 
1
ド
ル

1
8
0
円
以
上

2
1
0
円
未
満

 
 
 
8
 
 
1
ド
ル

2
1
0
円
以
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

           F
 
自
由
競
争
と
規
制
緩
和

 

 F
0
1
経
済
の
「
自
由
競
争
（
※
）
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
ご
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
無
条
件
に
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

2
 
原
則
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

3
 
制
限
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

4
 
制
限
を
要
す
る
場
合
が
多
く
、
細
心
の
注
意
で
臨
む
べ
き
と
考
え
る
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

E
0
3
為
替
レ
ー
ト
変
動
が
一
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
円
安
の
場
合
を
例
に
、
あ
な
た
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
円
安
に
は
、
日
本
企
業
の
輸
出
競
争
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、
景
気
に
対
し
て
正
の
影
響
を
持
つ
。

 

2
 
円
安
は
、
企
業
に
日
本
国
内
へ
の
立
地
を
促
す
効
果
が
あ
り
、
雇
用
促
進
等
の
正
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

3
 
円
安
は
、
輸
入
品
の
価
格
が
上
が
る
等
、
日
本
の
消
費
者
の
購
買
力
を
損
な
う
（
海
外
に
流
出
さ
せ
る
）
面
が
あ
る
の
で
、
不
利
益

が
大
き
い
。

 

4
 
円
安
、
円
高
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
過
度
の
も
の
に
は
弊
害
が
あ
る
の
で
、
適
正
な
水
準
で
安
定
的
に
推
移
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

5
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 
 
 
6
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 E
0
4
あ
な
た
は
現
在
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
望
ま
し
い
（
適
正
な
）
為
替
レ
ー
ト
（
円
ド
ル
レ
ー
ト
）
水
準
を
ど
れ
く
ら
い
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
1
ド
ル

7
5
円
未
満

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

7
5
円
以
上

9
0
円
未
満

 
 
 
 
 
3
 
 
1
ド
ル

9
0
円
以
上

1
1
0
円
未
満

 
 
 
 

4
 
 
1
ド
ル

1
1
0
円
以
上

1
2
5
円
未
満

 
 
 
5
 
 
1
ド
ル

1
2
5
円
以
上

1
5
0
円
未
満

 
 
 
6
 
 
1
ド
ル

1
5
0
円
以
上

1
8
0
円
未
満

 

7
 
 
1
ド
ル

1
8
0
円
以
上

2
1
0
円
未
満

 
 
 
8
 
 
1
ド
ル

2
1
0
円
以
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 E
0
5
今
後

1
0
年
程
度
の
期
間
で
考
え
る
と
き
、
円
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
は
ど
の
方
向
に
推
移
す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

（
○
は

1
つ
）
 

1
 
 
1
ド
ル

3
0
円
未
満
へ
（
円
高
方
向
）
。

 
 
 
2
 
 
1
ド
ル

3
0
～

6
0
円
程
度
へ
。

 

3
 
 
1
ド
ル

6
0
～

9
0
円
程
度
へ
（
や
や
円
高
）
。

 
 
 
4
 
 
1
ド
ル

9
0
円
～

1
1
0
円
程
度
へ
（
概
ね
横
這
い
）
。

 

5
 1
ド
ル

1
1
0
円
～

1
4
0
円
程
度
へ
（
や
や
円
安
）
。

 
6
 
 
1
ド
ル

1
4
0
円
～

2
0
0
円
程
度
へ
。

 

7
 
 
1
ド
ル

2
0
0
円
～

3
0
0
円
へ
（
円
安
方
向
）
。

 
 
 
 
8
 
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 

9
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

   F
 
自
由
競
争
と
規
制
緩
和

 

 F
0
1
経
済
の
「
自
由
競
争
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
無
条
件
に
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

2
 
原
則
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

3
 
制
限
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
是
々
非
々
で
臨
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

 

4
 
制
限
を
要
す
る
場
合
が
多
く
、
細
心
の
注
意
で
臨
む
べ
き
と
考
え
る
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
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 ※
 
自
由
競
争
と
は
、
国
家
や
政
府
の
規
制
が
な
く
、
多
数
の
生
産
（
供
給
）
者
と
消
費
（
需
要
）
者
に
よ
っ
て
経
済
活
動
が
自
由
に
行

わ
れ
る
状
態
を
言
い
ま
す
。

 

 F
0
2
日
本
の
経
済
・
社
会
の
現
状
を
踏
ま
え
、
い
わ
ゆ
る
「
規
制
緩
和
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
日
本
経
済
は
合
理
性
を
欠
く
規
制
で
活
力
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
規
制
緩
和
を
全
面
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

2
 
我
が
国
に
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
規
制
も
数
多
く
あ
り
、
そ
う
し
た
分
野
で
の
規
制
緩
和
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

3
 
規
制
は
、
そ
の
多
く
が
社
会
的
・
経
済
的
必
要
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
緩
和
は
そ
の
各
所
へ
の
影
響
も
考
慮
し
つ
つ
慎
重

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

4
 
日
本
で
は
、
ル
ー
ル
の
な
い
自
由
競
争
が
格
差
や
多
く
の
社
会
的
問
題
を
惹
起
し
て
お
り
、
規
制
は
む
し
ろ
強
化
す
る
方
向
で
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

   
 G
 
最
後
に

 

 G
0
1
 
あ
な
た
は
世
間
一
般
の
人
に
比
べ
、
自
分
は
国
の
経
済
問
題
や
経
済
政
策
に
関
心
が
高
い
方
だ
と
思
い
ま
す
か
。
（
1
つ
だ

け
選
択
）
 

1
 
大
い
に
関
心
が
あ
る
（
関
心
が
高
い
）
。

 
 
 
 
 
2
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
関
心
が
高
い
。

 
 
 
3
世
間
並
み
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
。

 
5
関
心
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
関
心
が
低
い
）
。

 

 G
0
2
 
あ
な
た
は
経
済
問
題
や
経
済
政
策
に
つ
い
て
、
関
与
や
発
言
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
（
1
つ
だ
け
選
択
）
 

1
積
極
的
に
関
与
・
発
言
し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
必
要
が
あ
れ
ば
関
与
・
発
言
し
た
い
。

 

3
あ
ま
り
関
与
・
発
言
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

 
 
 
4
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

      G
0
3
-
1
 
日
本
経
済
が
抱
え
る
諸
課
題
に
対
す
る
政
策
対
応
に
お
い
て
、
経
済
学

(者
)が
果
た
し
て
い
る
貢
献
を
ど
う
評
価
し
て
い
ま

す
か
。

 
（
○
は

1
つ
）
 

    F
0
2
日
本
の
経
済
・
社
会
の
現
状
を
踏
ま
え
、
い
わ
ゆ
る
「
規
制
緩
和
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
日
本
経
済
は
合
理
性
を
欠
く
規
制
で
活
力
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
規
制
緩
和
を
全
面
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

2
 
我
が
国
に
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
規
制
も
数
多
く
あ
り
、
そ
う
し
た
分
野
で
の
規
制
緩
和
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

3
 
規
制
は
、
そ
の
多
く
が
社
会
的
・
経
済
的
必
要
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
緩
和
は
そ
の
各
所
へ
の
影
響
も
考
慮
し
つ
つ
慎
重

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

 

4
 
日
本
で
は
、
ル
ー
ル
の
な
い
自
由
競
争
が
格
差
や
多
く
の
社
会
的
問
題
を
惹
起
し
て
お
り
、
規
制
は
む
し
ろ
強
化
す
る
方
向
で
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

 

5
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

   G
 
最
後
に

 

         G
0
1
あ
な
た
が
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
／
経
済
学
者
と
し
て
マ
ク
ロ
の
経
済
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
参
照
点
と
し
て
用
い
て
い
る
経
済
学
は
以

下
の
ど
の
学
派
に
比
較
的
近
い
と
思
い
ま
す
か
。
選
択
肢
で
お
答
え
下
さ
い
。
（
○
は

2
つ
ま
で
）
 

1
 
古
典
派
／
新
古
典
派

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
ケ
イ
ン
ズ
派

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
 

4
 
新
し
い
古
典
派
（
ニ
ュ
ー
ク
ラ
シ
カ
ル
）
 
 
 
 
 
 
 
5
 
ニ
ュ
ー
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
マ
ル
ク
ス
派

 

7
 
特
定
学
派
に
よ
ら
な
い
実
務
家
ア
プ
ロ
ー
チ

 
 
 
8
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 
 

 
 

 
）
 
 
 
9
 
よ
く
わ
か
ら
な
い

 

 G
0
2
-
1
 
日
本
経
済
が
抱
え
る
諸
課
題
に
対
す
る
政
策
対
応
に
お
い
て
、
経
済
学
が
果
た
し
て
い
る
貢
献
を
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す

か
。

 
（
○
は

1
つ
）
 

－ 182 － － 183 －



 

184 

『経済分析』第 197号 

1
お
お
い
に
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

2
あ
る
程
度
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

3
貢
献
の
余
地
が
あ
る
割
に
は
、
あ
ま
り
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

4
貢
献
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

5
貢
献
し
て
（
役
立
っ
て
）
お
ら
ず
、
貢
献
の
可
能
性
も
な
い
。

 

6
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 G
0
3
-
2
 
上
記
問

G
0
3
-
1
で
あ
ま
り
貢
献
で
き
て
い
な
い
／
し
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

3
～

5
で
）
回
答
さ
れ
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

あ
な
た
が
そ
う
考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。
選
択
肢
の
該
当
す
る
項
目
を
選
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
政
策
が
失
敗
し
て
い
る
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。

 

3
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  G
0
3
-
3
上
記
問

G
0
3
-
2
で
、
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

2
で
）
回
答
さ
れ
た
方

に
お
尋
ね
し
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
回
答
下

さ
い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
日
本
社
会
に
お
い
て
、
専
門
家
と
し
て
の
経
済
学

(者
)/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
へ
の
信
認
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
そ
の
意
見
は
実
際
の
政

策
決
定
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
研
究
者
な
い
し
評
論
家
の
立
場
に
満
足
し
て
お
り
、
自
ら
の
見
識
を
実
際
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
努
力
を
怠
っ
て
い
る
か
ら
。

 

3
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
政
策
の
現
場
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
教
科
書
的
な
議
論
に
終
始
し
が
ち
で
、
実
行
可
能
な
具
体
策

を
あ
ま
り
示
さ
な
い
た
め
。

 

4
 
政
策
担
当
者
が
経
済
学
（
の
最
新
の
状
況
）
に
つ
い
て
不
勉
強
な
ま
ま
に
政
策
の
企
画
・
立
案
を
行
っ
て
い
る
か
ら
。

 

5
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
識
は
、
そ
の
中
で
も
大
き
く
割
れ
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
政
策
に
反
映
で
き
る
ほ
ど
熟
し
て
い
な

い
か
ら
。

 

6
 
そ
も
そ
も
経
済
学
は
、
そ
の
よ
う
な
貢
献
を
す
る
た
め
の
学
問
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
。

 

7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
8
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

     

1
お
お
い
に
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

2
あ
る
程
度
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

3
貢
献
の
余
地
が
あ
る
割
に
は
、
あ
ま
り
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

4
貢
献
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

5
貢
献
し
て
（
役
立
っ
て
）
お
ら
ず
、
貢
献
の
可
能
性
も
な
い
。

 

6
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 

G
0
2
-
2
 
上
記
問

G
0
2
-
1
で
あ
ま
り
貢
献
で
き
て
い
な
い
／
し
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

3
～

5
で
）
回
答
さ
れ
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す

（
該
当
し
な
い
方
は
問

G
0
3
へ
進
ん
で
下
さ
い
）
。
あ
な
た
が
そ
う
考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。
選
択
肢
の
該
当
す
る
項
目
を
選
ん
で

回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
政
策
が
失
敗
し
て
い
る
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。

 

3
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 G
0
2
-
3
上
記
問

G
0
2
-
2
で
、
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

2
で
）
回
答
さ
れ
た
方

に
お
尋
ね
し
ま
す
（
該
当
し
な
い
方
は
問

G
0
3
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
）
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な

た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
日
本
社
会
に
お
い
て
、
専
門
家
と
し
て
の
経
済
学

(者
)/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
へ
の
信
認
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
そ
の
意
見
は
実
際
の
政

策
決
定
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
研
究
者
な
い
し
評
論
家
の
立
場
に
満
足
し
て
お
り
、
自
ら
の
見
識
を
実
際
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
努
力
を
怠
っ
て
い
る
か
ら
。

 

3
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
政
策
の
現
場
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
教
科
書
的
な
議
論
に
終
始
し
が
ち
で
、
実
行
可
能
な
具
体
策

を
あ
ま
り
示
さ
な
い
た
め
。

 

4
 
政
策
担
当
者
が
経
済
学
（
の
最
新
の
状
況
）
に
つ
い
て
不
勉
強
な
ま
ま
に
政
策
の
企
画
・
立
案
を
行
っ
て
い
る
か
ら
。

 

5
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
識
は
、
そ
の
中
で
も
大
き
く
割
れ
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
政
策
に
反
映
で
き
る
ほ
ど
熟
し
て
い
な

い
か
ら
。

 

6
 
そ
も
そ
も
経
済
学
は
、
そ
の
よ
う
な
貢
献
を
す
る
た
め
の
学
問
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
。

 

7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

 G
0
3
 
も
し
将
来
、
本
調
査
と
類
似
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
を
再
度
行
え
る
と
し
た
場
合
に
、
あ
な
た
が
是
非
調
査
に
含
め
る
べ
き
と

考
え
る
テ
ー
マ
（
設
問
）
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。
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1
お
お
い
に
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

2
あ
る
程
度
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

3
貢
献
の
余
地
が
あ
る
割
に
は
、
あ
ま
り
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

4
貢
献
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

5
貢
献
し
て
（
役
立
っ
て
）
お
ら
ず
、
貢
献
の
可
能
性
も
な
い
。

 

6
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 G
0
3
-
2
 
上
記
問

G
0
3
-
1
で
あ
ま
り
貢
献
で
き
て
い
な
い
／
し
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

3
～

5
で
）
回
答
さ
れ
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

あ
な
た
が
そ
う
考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。
選
択
肢
の
該
当
す
る
項
目
を
選
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
政
策
が
失
敗
し
て
い
る
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。

 

3
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

  G
0
3
-
3
上
記
問

G
0
3
-
2
で
、
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

2
で
）
回
答
さ
れ
た
方

に
お
尋
ね
し
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
回
答
下

さ
い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
日
本
社
会
に
お
い
て
、
専
門
家
と
し
て
の
経
済
学

(者
)/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
へ
の
信
認
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
そ
の
意
見
は
実
際
の
政

策
決
定
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
研
究
者
な
い
し
評
論
家
の
立
場
に
満
足
し
て
お
り
、
自
ら
の
見
識
を
実
際
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
努
力
を
怠
っ
て
い
る
か
ら
。

 

3
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
政
策
の
現
場
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
教
科
書
的
な
議
論
に
終
始
し
が
ち
で
、
実
行
可
能
な
具
体
策

を
あ
ま
り
示
さ
な
い
た
め
。

 

4
 
政
策
担
当
者
が
経
済
学
（
の
最
新
の
状
況
）
に
つ
い
て
不
勉
強
な
ま
ま
に
政
策
の
企
画
・
立
案
を
行
っ
て
い
る
か
ら
。

 

5
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
識
は
、
そ
の
中
で
も
大
き
く
割
れ
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
政
策
に
反
映
で
き
る
ほ
ど
熟
し
て
い
な

い
か
ら
。

 

6
 
そ
も
そ
も
経
済
学
は
、
そ
の
よ
う
な
貢
献
を
す
る
た
め
の
学
問
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
。

 

7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
）
 
 
 
 
 
8
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

     

1
お
お
い
に
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

2
あ
る
程
度
貢
献
し
て
い
る
（
役
立
っ
て
い
る
）
と
思
う
。

 

3
貢
献
の
余
地
が
あ
る
割
に
は
、
あ
ま
り
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

4
貢
献
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
貢
献
し
て
い
な
い
と
思
う
。

 

5
貢
献
し
て
（
役
立
っ
て
）
お
ら
ず
、
貢
献
の
可
能
性
も
な
い
。

 

6
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 

G
0
2
-
2
 
上
記
問

G
0
2
-
1
で
あ
ま
り
貢
献
で
き
て
い
な
い
／
し
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

3
～

5
で
）
回
答
さ
れ
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す

（
該
当
し
な
い
方
は
問

G
0
3
へ
進
ん
で
下
さ
い
）
。
あ
な
た
が
そ
う
考
え
る
理
由
は
何
で
す
か
。
選
択
肢
の
該
当
す
る
項
目
を
選
ん
で

回
答
下
さ
い
。
（
○
は

1
つ
）
 

1
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
政
策
が
失
敗
し
て
い
る
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
。

 

3
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

4
 
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 

 G
0
2
-
3
上
記
問

G
0
2
-
2
で
、
経
済
学
（
者
）
の
考
え
が
実
際
の
政
策
に
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
（
選
択
肢

2
で
）
回
答
さ
れ
た
方

に
お
尋
ね
し
ま
す
（
該
当
し
な
い
方
は
問

G
0
3
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
）
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な

た
の
お
考
え
に
近
い
選
択
肢
を
選
ん
で
回
答
下
さ
い
。
（
○
は

3
つ
ま
で
）
 

1
 
日
本
社
会
に
お
い
て
、
専
門
家
と
し
て
の
経
済
学

(者
)/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
へ
の
信
認
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
そ
の
意
見
は
実
際
の
政

策
決
定
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
か
ら
。

 

2
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
研
究
者
な
い
し
評
論
家
の
立
場
に
満
足
し
て
お
り
、
自
ら
の
見
識
を
実
際
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
努
力
を
怠
っ
て
い
る
か
ら
。

 

3
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
政
策
の
現
場
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
教
科
書
的
な
議
論
に
終
始
し
が
ち
で
、
実
行
可
能
な
具
体
策

を
あ
ま
り
示
さ
な
い
た
め
。

 

4
 
政
策
担
当
者
が
経
済
学
（
の
最
新
の
状
況
）
に
つ
い
て
不
勉
強
な
ま
ま
に
政
策
の
企
画
・
立
案
を
行
っ
て
い
る
か
ら
。

 

5
 
経
済
学
（
者
）
/
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
見
識
は
、
そ
の
中
で
も
大
き
く
割
れ
る
こ
と
が
多
く
、
具
体
的
政
策
に
反
映
で
き
る
ほ
ど
熟
し
て
い
な

い
か
ら
。

 

6
 
そ
も
そ
も
経
済
学
は
、
そ
の
よ
う
な
貢
献
を
す
る
た
め
の
学
問
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
。

 

7
 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
） 

 G
0
3
 
も
し
将
来
、
本
調
査
と
類
似
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
を
再
度
行
え
る
と
し
た
場
合
に
、
あ
な
た
が
是
非
調
査
に
含
め
る
べ
き
と

考
え
る
テ
ー
マ
（
設
問
）
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。
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G
0
4
 
最
後
に
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
の
公
表
に
際
し
て
の
通
知
を
希
望
す
る
か
否
か
を
選
択
下
さ
い

 
(○
は

1
つ
）
。

 

1
 
分
析
結
果
公
表
の
通
知
を
希
望
す
る
。

 
 
 
 
 
 
2
 
分
析
結
果
公
表
の
通
知
を
希
望
し
な
い
。

 

         回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
以
上
で
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

G
0
4
-
1
 
最
後
に
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果
の
公
表
に
際
し
て
の
通
知
を
希
望
す
る
か
否
か
を
選
択
下
さ
い

 
(○
は

1

つ
）
。
な
お
、
通
知
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
お
手
数
で
す
が
、
同
封
の
別
紙
に
お
名
前
と
ご
連
絡
先
を
ご
記
入
頂
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
回
答
と
と
も
に
ご
返
送
下
さ
い
。

 

1
 
分
析
結
果
公
表
の
通
知
を
希
望
す
る
。

 
 
 
 
 
2
 
分
析
結
果
公
表
の
通
知
を
希
望
し
な
い
。

 

 G
0
4
-
2
 
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
連
し
て
、
今
後
、
回
答
内
容
の
詳
細
及
び
意
図
を
確
認
す
る
た
め
に
私
ど
も
か
ら
連
絡
を
さ
せ
て
頂
く

可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
連
絡
の
可
否
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
意
向
が
あ
れ
ば
明
記
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
（
〇
は

1
つ
）
 

1
 
連
絡
可

 
 

 
2
 
連
絡
不
可

 

   回
答
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
以
上
で
す
。
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